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参
加
の

機
縁

　

今
年
（

一

九
八
八

年
）

六

月
二

十
五

日
か

ら
三

十

日
ま

で
一

週

間
に

わ

た

っ

て

U
・

C
・

L
・

A
（
q
コ

罫
o

冨
詈
唄

o
団

O
巴凶
h

皀
旨
凶

F
い
o
ω

〉
昌
αqo

、

δ
ω）

で

行
わ

れ
た
マ

ー

ル

ガ
（］
≦
鋤
『
ぴq
鈩

学

会
名
に

つ

い

て

は

後
に

述
べ

る
）

学
会
に

参
加
し

た

の

で
、

若
千
の

報

告
を

し

た

い
。

こ

の

学

会
に

参
加

す
る

こ

と
に

な
っ

た

機
縁
は

や
は

り

昭

和
六

十
（

一

九
八

五
）

年
度
の

在

外
研
究
員
と
し

て
一

年
間
ア

メ

リ

カ

に

滞
在
し

た
こ

と

に

よ

る
。

す
で

に

論
集
第
十
七

号
に

「

ア

メ

リ

カ

仏
教
学
管
見
」

と
し

て

報

告

し

た

が
、

そ
の

際
、

ロ

ス

ア

ソ

ジ
ェ

ル

ス

に

近
い

ア

ナ

ハ

イ
ム

市
で

行
な

わ

れ

た
ア

メ

リ

カ

宗
教
学
会
（

鋭
〉°

即
．
b
日
 

ユ

臼
昌

〉
。

巴
。

ヨ
団

oh

”
Φ・

一
慮
δ
ロ
）

に

参
加
し

た
。

も

ち
ろ

ん
、

私
が
ア

メ

リ

カ

で

の

本
拠
地
に

し

て

い

た
ヴ

ァ

ー

ジ
ニ

ァ

大
（

¢
艮
く
 

同

段

ξ
o
宀

く

マ
ぴq
帥

巳
9

）

宗
教
学
部
の

ポ

ー

ル

・

グ
ロ

ー

ナ

ー
（

勺
鋤

三

〇
『

自
霞）

教
授
と
一

緒
で

、

ポ

ー

ル

は

こ

の

学
会
で

日

本
天
台
宗
の

良
源
（

九
一

ニ

ー
八

五
）

に

つ

い

て

発
表
を

行
っ

た
。

ポ

ー
ル

は

私
に

多
く
の

仏
教
学

者

を

紹
介
し

て

く

れ

た
が

、

そ
の

中
の
一

人
、

ロ

パ

ー

ト
・

バ

ズ

ウ

ェ

ル

（

国
o
げ
 

諄

国

』
ロ

毟
亀

匂

こ

教
授
が

今
回
私
を

招
い

て

く
れ

た

人
で

あ

る
。

　

さ

ら
に

、

も
っ

と

直
接
の

機
縁
は

、

私
が

昨
年
（

一

九
八

七

年
）

ソ

ウ

ル

で

開
か

れ
た

元

暁
学

会
に

出
席
し

、

そ
こ

で
ロ

バ

ー

ト

と

再

会
し

た

こ

と

に

よ

る
。

こ

の

元
暁

学
会
に

つ

い

て

は

す
で

に

中
外
日

報
紙
上
な

ど
で

大
々

的
に

報
じ

ら
れ

て
い

る
の

で
、

改
め

て

そ
の

説
明
は

し

な
い

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

（

1
）

が
、

た

だ
一

人
ア

メ

リ

カ

か

ら

招
か

れ
た

の

が
ロ

バ

ー

ト

で

あ
っ

た
。

そ
の

学
会
の

何
日

目
か

の

懇
親

会
の

席
上
で

「

来

年

六

月

U
・

C
・

」
・

A
で

、

マ

ー

ル

ガ

学

会
を

開
く
の

で

参
加
し

て

く
れ
ま

せ

ん

か
」

と
い

う
話
し

か

げ
が

あ
っ

た
。

私
は

六

月
と
い

う

と

大
学
の

授
業
の

前

期
の

途
中
だ

け
れ
ど

も

と
い

う

唯
だ
一

つ

の

ひ

っ

か

か

り
を

感
じ
つ

つ

も、

ま

あ
何
と

か

大

学
や
学
部
の

了

解
は

取
れ
る

だ

ろ

う
と

考
え

て
、

そ

の

場
で

OK

し

た
の

で

あ
る

。

た

だ

私
に

は

こ

れ
か

ら

約
一

年
ぐ
ら
い

か

け
て

や
る

べ

き
仕
事
が

あ
る
の

で
、

特
別

な
ペ

ー
パ

ー

は

用
意
で

き
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な
い

が

と

言
う

と
、

ロ

パ

ー

ト

は
デ
ィ

ス

カ
ッ

サ

ソ

ト

（

臣
零

磊
 

畧
こ

と
し

て

で

も
良
い

旨
を

語
っ

て

く

れ
、

私
は

そ

れ

な

ら
ば

と

応
じ
た

が
、

こ

れ
は

と
も
か

く

自
分
自
身
の

英
語
力
を

認
識
し

て

い

な
い

、

い

わ
ぽ

暴
挙
と

も
言
う
べ

き

も
の

で

あ
っ

た
。

ロ

バ

ー

ト

は

私
の

英
語
力
が
ど

の

程
度
か

よ

く
分
か

る

の

だ
か

ら
、

と

も
か

く
べ

ー
パ

ー

の

用
意
を

要

求
し

て

も
当
然
な
の

で

あ

る
。

結
論
的
に

は
、

後
に

述
べ

る

よ

う
に

今

の

私
に

は
ピ

ヅ

タ

リ

の

題
目
が

用
音
心

さ

れ
、

と

う
て

い

不

可

能
な

デ
ィ

ス

カ
ッ

サ

ソ

ト

の
一

人
と
い

う

席
か

ら

発
表
者
の

方
に

移
さ

れ
て

、

ぺ

ー

パ

ー

の

用

意
な
し

に

発
表
す
る

と
い

う、

こ

の

よ

う
な

形
式
の

学
会

で

は

許
さ

れ
ま

じ

き

態
度
が

許
さ

れ
、

何
と
か

参
加
し

た

痕
跡
を

残
す

こ

と

が
で

き
た

の

は
、

ひ

と

え
に

ロ

バ

ー

ト

の

配
慮
に

よ

る

も
の

と

私

は

心
か

ら
感
謝
し
て

い

る
。

ニ

　
ロ

バ

ー

ト
・

バ

ズ

ウ
ェ

ル

の

紹
介

　
こ

こ

で
、

こ

の

学
会
の

主

催
者
で

あ
る
ロ

バ

ー

ト
・

バ

ズ

ウ
ェ

ル

教

授
の

こ

と
を

少
し

紹
介
し

た

い
。

し

か

し
、

彼
に

履
歴

書
を

書
い

て

も

ら
っ

た
わ

け
で

も
、

彼
に

個
人
的
な

こ

と

を

伺
っ

た

わ

け
で

も
な

く
、

彼
の

著
書
及
び

彼
が

寄
稿
し

た

本
で

の

著
者
紹
介
に

拠
る

の

で

あ

る
か

ら
、

き
わ
め

て

簡
略
な

も
の

に

な

る
こ

と
を

、

御
本
人
に

も、

読
者
に

も
了

解
し

て

い

た

だ

き
た

い
。

　

彼
は

約
十

年
間
も

韓
国
の

松
広
寺
で

、

僧
侶

と
な
っ

て

坐
禅
修
行
を

し

た
。

そ
の

間
に

も

曹
渓
宗
の

開
祖
と

称
せ

ら

れ

る

普
照
大
師
知
訥

U
・

C
・

L
・

A
に

お

け

る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

（

一
一

五

八

−
一

二
一

〇
）

の

研
究
を

続
け

、

　
の

ち
に

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大
バ

ー

ク
レ

ー

校
大
学
院
に

復
帰
し

て

か

ら
、

次
の

よ

う
な

本
を
出
版

し

た
。

　
、．

目
ゴ
 

閑
o

話
薗

冨

〉
も

凛
80
げ

ε

N
Φ

ロ“

→

冨

Oo

＝

g
け
Φ

α

　

堵
o

爵゚
。

ohO

『

言
巳

；

d
巳
く

窪
。゚

津
嘱

o
｛

閏
曽

≦
四

躍

℃

冨
ω

ω

し
OQ
。

ω

本
書
は

現
存
す
る

知
訥
の

著
作
を

す
べ

て

英
訳
し

、

注
を

付
し

、

そ

し

て

冒
頭
に

知
訥
の

生
涯
と

思
想
と

を

論
じ

た
、

四
六

八

頁
も
の

大
著
で

あ
る

。

私
も
い

ず
れ
は

本

書
を

読
破
し

て
、

知
訥
の

思

想
に

迫
っ

て

み

た

い

と

考
え
て

い

る
。

　

さ

ら
に

ロ

パ

ー

ト

は
バ

ー

ク

レ

ー

校
で

ラ

ソ

カ

ス

タ

ー

　
（

卜
Φ

三
ω

い

目
。

器
け

雲
）

教
授
の

指
導
を

受
け

、

『

金
剛
三

昧
経
』

の

研
究
で

博
士

号
（

℃

Fu

し

を

修
得
し
、

現
在
は

U
・

C
・
L
・
A
の

東
ア

ジ

ア

言

語
・

文
化
学
部
（

U
。

冨
＃
ヨ
Φ

ロ
け

o
｛

国

器
け

》

巴
曽

昌

い

き
σq

轟
oq

＄

穹
Ω

O
巳
け・

ロ

話
ω
）

の

助
教
授
（

〉
。・

ω

蓉
穹
け

牢
。
h
。

器
。
目）

で

あ
る

が
、

す
ぐ

に

準

教
授
（

》
ω

。。

o
息

鉾
Φ

牢
oh

 
ω

ω

自
）

に

昇
任
す
る

で

あ
ろ

う
。

問
も
無
く
、

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2
）

彼
の

博
士

論
文
も
公

刊
さ

れ
る

よ

う

で

あ
る

し
、

ま
た

更
に

中
国
に

お

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（

3
）

け
る

偽
経

を

中
心
に

し

た

編
著
も
刊

行
さ

れ

る

よ

う
で

あ
る

。

　

さ

て
、

今
回
の

学
会
で

の

彼
の

発
表
は

後
に

み

る

よ

う
に

ア

ビ

ダ

ル

マ

仏
教
に

関
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

知
訥
の

研
究
か

ら

出
発
し

、

主

と

し
て

禅
の

研
究
者
と
し
て

認
め

て

い

た

我
々

に

は
一

見
不

思

議
に

感
じ

ら
れ

た
。

し

か

し
、

彼
は

今
回
の

学

会
に

も
出
席
し

た

バ

ー

ク

レ

ー

校

の

ア

ビ

ダ
ル

マ

仏
教
研
究
の

ジ

ャ

イ
ニ

（

勹
 

α

目
潤

爵
喜
ω

し
巴
昌
一）

教
授

二

五

九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る
マ

t
ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

の

薫
陶
を

受
け
て

い

る

の

で

あ
り

、

さ
ら
に

広
い

視
野
か

ら

中
国
や

韓

国
の

仏
教
を

把
握
す
る

意
図
を

も

含
ん

で

い

る
こ

と
を

考
え
れ

ば
何
の

不

思
議
さ

も

な
く

、

む
し

ろ
、

こ

れ
か

ら
の

彼
の

幅
広
い

活
躍
の
一

環

と
し

て

理
解
さ

れ

る
。

　

今
回
の

会
議
は

だ
い

ぶ

前
か

ら

数
人
の

学
者
で

相
談
し

て

い

た

も
の

の

よ

う
で

あ
る

が
、

結
局
は
ロ

バ

ー

ト

が

中
心

に

な
っ

て

推
進
す
る

こ

と
に

な
っ

た

と
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

側
面
か

ら
は

ア

リ

ゾ

ナ

大
（

q
昌

甲

く

臼
ω一

亳
oh

》
吋

甘
o
口
仁。
）

の

ジ

メ

ロ

黛
o
げ
 

昌

O

ぎ
亀
o

）

教
授
の

協
力

を

あ
お

ぎ
な
が

ら

進
め

て

い

っ

た

が
、

戸

バ

ー

ト

の

夫
人

、

京
子
さ

ん

の

助
力
も

大
き
か
っ

た

と

思
わ

れ
る

。

私
自
身
も

、

U
・

C
・

L
・

A

滞
在
中

、

京
子
さ
ん

に

は

大
変
御
世
話
に

な

っ

た
こ

と

を

記
し

、

ロ

バ

ー

ト

紹
介
の

し

め

く
く

り

と
し

た
い

。

三

　
会
議
の

日

程
と
進

行

　
こ

こ

で
一

応
会

議
の

日

程
と

進
行
に

つ

い

て

表
に

し

て

示
そ

う
。

止

泊
し

た

の

は

U
・

C
・

L
・

A
の

ゲ

ス

ト
・

ハ

ウ

ス

（

（甲
口
 
 

什

　
用
一

〇

口
ω

 ）

で

あ
り

、

会
議
は
フ

ァ

カ

ル

テ

ィ

・

ク

ラ

ブ

（
男

髯
巳

ξ

9
ロ

σ）

と

い

う
教
授
用
の

大
学
会
館
と
い

っ

た

建
物
で

行
な

わ
れ

た
の

で
、

我
々

は

こ

れ

ら
二

つ

の

建
物
の

間

を

毎
日

往
復
し
た

と
い

う
こ

と
に

な

る
。

朝

食
と
昼
食
は

フ

ァ

カ

ル

テ

ィ

・

ク

ラ

ブ

の

内
で

取
り

、

夕

食
は

大
学
町

の

内
の

中
華
料
理
店
で

全
員
で

御
馳
走
に

な

っ

た
。

二

六

〇

六

月
二

十
五

日

（

土
）

　

到
着

　

午
後
七

時
t
九
時
　
ゲ

ス

ト

・

ハ

ウ

ス

で

レ

セ

プ
シ

ョ

ン

と
オ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

六

月
二

十
六

日

（

日
）

　

午
前
八

時

朝
食

　
〃

　

九
時

〃

南
・

東
南
ア

ジ

ア

仏
教
”

　

　

　

　

　

発
表
者
　
グ

レ

イ

ス

・

バ

ー
フ

ォ

ー

ド

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ジ

ョ

ー

ジ
・

ボ

ソ

ド

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ア

ラ

ン

・

ス

ポ

ン

バ

ー

グ

　

午
後
十
二

時
半
　
昼
食
（
口d

島
簿

H

暮
9）

　
〃

　

二

時
〃

南
・

東
南
ア

ジ

ア

仏
教
（

続
）

”

　

　

　

　

　

発
表
者
　
コ

レ

ッ

ト

・

コ

ッ

ク

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロ
。

ハ

ー

ト

・

バ

ズ

ウ

ェ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　
　

P
・

S
・

ジ
ャ

イ
ニ

　

午
後
六

時

　
夕
食

六

月
二

十
七

日

（

月
）

午
前
八

時

朝
食

　
〃

　

九
時

〃

中
国
仏
教
”

　

　

　

　

　
発亠
表

者
　
　

ダ

ン

・

ス

テ

ィ

ブ

ソ

ス

ン

　

　

　

　

　

　

　

　
　

吉
津
宜

英

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ピ

ー

タ

ー

・

グ
レ

ゴ

リ

ー

　

午
後
十
二

時
半
　
昼
食
（

O
遷

昌
しu
。

 

ご

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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〃

　

二

時
　
〃

中
国
仏
教
（

続
）

”

　

　
　
　

発
表

者

韓
基
斗

　

　
　
　

　
　
　

　

ジ

ョ

ソ

・

マ

ク

レ

イ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
戸

パ

ー

ト

・

ジ

メ

ロ

　
午
後
六

時

　
夕
食

六

月
二

十
八

日

（

火
）

　
午
前
八

時

朝
食

　
〃

　

九
時
　

〃

東
北
ア

ジ

ア

仏
教
”

　

　
　
　
　

発
表

老
　
力

ー

ル

・

ポ
ヅ

タ

ー

　

　
　
　

　
　
　

　

ポ

ー

ル

・

グ
ロ

ー

ナ

ー

　

　
　
　

　
　
　

　

カ

ー

ル

・

ビ

ー

ル

フ

ェ

ル

ト

　
午
後
十
二

時
半
　
昼
食
（

勹
9。
ω

冨

惹
昏
。

三

葵
窪
）

　
〃

　

二

時
　
こ

の

日
の

午
後
は
フ

リ

ー

タ

イ
ム

。

我
々

は

ゲ

ッ

テ

　

　
　
　

　
　
ィ

美
術
館
に

行
き

、

そ
の

後
で

ボ

ー

デ
ィ

・

ト

ウ

リ

　

　
　
　

　
　
ー

と
い

う

本
屋
に

行
き
仏
教
書
を

買
う

。

　
午
後
七

時

　
会
議
の

メ

ソ

バ

ー

の

中
、

数
人
の

も
の

が
前
角
博
雄

　

　
　
　

　

師
主
宰・
の

ロ

ス

ア

ン

ジ
ェ

ル

ス

禅
セ

ソ

タ

ー

に

招
待

　

　
　
　

　

さ

れ
た

。

六

月
二

十
九
日

（

水
）

　
午
前
八

時
　
朝
食

　
〃

　

九
時
　

〃

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
”

　

　
　
　
　

発
表
者
　
ジ
ェ

フ

リ

ー

・

ホ

プ

キ

ン

ス

U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る

マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

　
　
　

　
　
　

　
　

ア

ン

ナ

・

ク

ラ

イ

ン

　
　
　

　
　
　

　
　

ド
ナ

ル

ド
・

ロ

ペ

ツ

　
午
後
十
二

時
半
　
昼
食
（

≦
。

葺
聲

日
。
ω

。

しd8

ご

　
午
後
二

時
　
デ
ィ

ス

カ

ッ

サ

ン

ト

に

よ

る

総
ま

と
め

と

討
論

　
　
　

　

発
表
者

　
リ

ー

・

イ

ヤ

レ

ー

　
　
　

　
　
　

　
　

ベ

ル

ナ

ー

ル

・

フ

ォ

ー

ル

　
午
後
六

時
　
お

わ

か

れ

デ
ィ

ナ

ー

六

月
三

十

日

（

木
）

　
午
前
八

時

　
朝
食、

出
発

。

　
初
め

は

出
席
を

予
定
し

て
い

た

人
が

欠

席
し
た

り、

韓
国
の

韓
基
斗

先
生
の

よ

う
に

帰
国
予

定
が

早
ま
っ

た

た

め

に

発
表
予
定
を

く
り
上

げ

た

り
、

カ

ー

ル

・

ポ
ッ

タ

ー

教
授
の

発
表
は

内
容
が
ア

ビ

ダ
ル

マ

で

あ

り
な

が
ら、

日

本
仏
教
の

人
々

と
一

緒
に

発
表
す
る

と
い

う
よ

う
な

若

干
の

変
更
と
ち

ぐ
は
ぐ

は

あ
っ

た
が

、

終
始
司
会
者
を
つ

と

め

た
ロ

バ

ー

ト

・

バ

ズ

ウ
ェ

ル

の

司

令
よ

ろ

し

き
を

得
て
、

う
ま

く

進
行
し

た

と

い

え
よ

う
。

　

発
表
形
式
は

、

私
を

唯
｝

の

例
外
と
し

て

全
員
の

英
文
の
ペ

ー

パ

ー

が
メ

ソ

バ

ー

に

配

布
さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る

か

ら
、

発
表
老
は

十
五

分

間
を

限
っ

て
、

そ
の

要
点
を

述
べ

る

だ

け
で

あ
る

。

そ
し

て
、

そ
の

発

表
に

つ

い

て

デ
ィ

ス

カ
ヅ

サ

ン

ト

を

中
心
に

し
て

討
論
を

行
う

。

討
論

が

活
発
か

ど

う
か

で
、

そ
の

発
表
者
の

発
表
内
容
へ

の

メ

ソ

バ

ー

の

評

二
亠

登
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 University

　
　
　
　

U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る

マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

価
の

度
合
い

も
知

ら

れ
る

よ

う
で

あ
る

。

　
　
　
　
　

四

　
発
表
内
容
に
つ

い

て

　

さ
て

、

次
に

前
の

進
行
に

合
わ

せ

た

形
で

各
発
表
者
の

発
表
題
目

を

一、
小

し
、

そ

の

後
で

そ
の

内

容
の

ポ

イ
ン

ト

の

み

を

簡
単
に

記
し

て

み

よ

 
り

。

　

　

　

　
　
　
　
　

言
器
b。

O

（

ω

§
量
《
）

O
鑓
8
じd
二

ほ
oa

（

08H

σq

曾
o

≦
ロ

q
巳
く
Φ

邑
身
）

°
、
、

→

冨
螽
〈

匿
薗

　

　

　

　
　
じd

＆
畠

三
曾

ω
。

8
二
90
αq
《

餌

口
血

序
 

霑
「

巴
o
×

。
hu

Φ

ω

甲

　

　

　

　
　
「

ρ矧
℃

08

蹟
Φ

切
。

巳
（

乞
o
『

9
讙
馨
Φ

導
d
三
く
 

邑
な
）

°

、．
→

冨
国
巳
 

　

　

　

　
　
oh

ω

夛

冒

昏
 

寓

譴
αq
鋤

＞
80
目

象

品
8
筈
Φ

月

冨
鑓−

　

　

　

　
　

＜

畿
麟

じd
ロ

ロ
畠

霞
ω

冖

目
篩
象
ユ
o
旨．．

≧
き

98
げ

窪
σq

（

QQ
冨

三
。
憎

α

d
巳
く
Φ

邑
9
°

、
．

≦
ω

圃

8
坦

巳

　

　

　

　
　

9
三
く

曁
8
8
け

冨

貯
簿
岼

。

＝
σ

2
巴
8
ぎ

国

豊
団

　

　

　

　
　

じdo

山

傷

三
ω

ヨ゚
．−

O

皀

鋒
O
。

×

（

d
三
く

興
ω

ξ
oh

≦
器
ぼ

鴣
砕

。

5
）

°
．、

〉

器
ぎ
ヨ
Φ

畧

　

　

　

　
　

臼

ぼ
o

轟
げ

諺

冨
＆
8
ヨ
o

暮

；
げ
 

ω

母
螽゚
・

ユ
く

豊
言

霑−

　

　

　

　
　

夢
o
宀

寄
ヨ
o
〈

ぢ
σqUo2

 

ヨ

9
け

ω

  、

幻
o
σ
Φ

二

じd
信

毟
Φ

二

（

q
巳
く

9
ω

犀
緒

o
｛

9
ま
o
吋

巳
p

ぎ
ω

諺

晶
。

・

　

　

　

　
　
一

Φ
ω

）

。
　、．
→
『
 

副
く

70

一

〇
ω

O
昌
日

 

幻
OO

叶
ω

　
騨

昌

α

一

門
ゴ
Φ
一

層

　

国
居

簿

山
一−

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

二

六

二

　
　
　

　

　

8
鼠

8
”

諺

U
霧
8
暮

8
些
 

し⇔
Φ

臼
o

簿
o
宀

ピu
ロ

＆
臣
。゚

叶

　
　
　

　

　

ω
。
酢

巴
。

δ
ゆq
団゚
、．

勺

巴

憙
蠧
窪
ω゚

宣
巳

（

ご

巳
く
Φ

邑
な

。
崩

9
ま
。

邑
p
じu
¢

鱒
印

　
　
　

　

　

δ
団
）

°

、
．
O
旨

昏
 

齢

き
吋

穹
80
噛

些
Φ

諺
「

冨
叶’
．
．

　
　
　

　

　

　

　

　

冒
澪
b。
刈

（

ζ
o

巳
鐔
）

∪

き
o。
叶

Φ
く
 

塁
8
（

じd

註
興

q
昌剛
く
 

邑
9
°

、．
→

冨

寄
琶
Φ
ω

ω

　
　
　

　

　

霊
昏”

牢
目
匡
o

巴

08

ω

缸
Φ

鑓
ユ

8
ω

一
W
 

三

巳
O
げ
一

『
°

凶 、
°・

　
　
　

　

　

ω

閤
冨
ヨ

巴
N

銭
80

＝
9
ω

算

置
Φ

耳

三
Φ
ω

  、

団
。
ω

三
三
α
 

嶋
。
ω

壽
＝

（

閑
。

§
N
四

蠢

d
巳
く
Φ

邑
ヨ

冒

葛
口
）

°

　
　
　

　

　 、
．

日

9
ζ
鋤

お
鋤

ヨ

臣
＝
団

団

§
叱
Φ

。

bd
＆
き
冨

ヨ゚
、”

剛
。

8
『

ρ
 

αqo

蔓
（

O
巳
く
Φ

房凶

亳
。

二
臣

8
芭゚

　
　
　

　

　 、．

目
 

9
ω

日
。
ぴq
。

巳
。

しロ

琶
ω

。
h

→
ω

巷
瞬−

巨．
ω

98
蔓

　
　
　

　

　
o
出

匪
Φ

勹
働

9
  ．

田

∪
。
。

口

き
（

煢

曾
．

σq

惹
畠

q
巳
く
Φ

邑
多

内
。

冨
四
）

°

、．
O
旨

　
　
　

　

　

90
ω
ロ

＆
穹

》
≦

葵
8
ぼ
σq

。
h

け

9
9
．

き
ω

臼
8
＝
口

　
　
　

　

　

夢
Φ

U
げ

巽
ヨ
帥

臼

鐔
9
冒
αq

。

＝
ぽ
Φ

蹇
巳

ρ
o

§
α、、

　
　
　

　

　
（

Q。

百
旨

震
び

ヨ

§
 

鬘
什 ．

譽
穹
ω

雪．
αq
騨

象

8
琴
ω

p。
ω

卑

　
　
　

　

　

謬
 
）

6

冒

巨

言
。

寄
Φ

（

O
。

言
亀

q
巳
く
Φ

邑
9
、．

切

鑓
。

冨
§
σq

ひ
Φ

　
　
　

　

　

国

日
Φ

お
穹
89

蜜
8
§
件

奠

皀
巴
o
αq

器”

些
 

→

鑓
昌
ω

−

　
　
　

　

　
｛

8
ヨ

曁
露
。
宀

臣
 

ω

豆

葺
q
巴

雷
夢

ぎ

爵、
き

望
阜

　
　
　

　
　

畠

三
・゚

ヨ．、
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一Eleotronio 　Library 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 University

図
O
σ
O

弉

O
一

ヨ
9
「

O

（

d
巳
く

奠
ω

芽
oh

＞
ユ
No

蠹
）

　
職、

堵
Φ

亭
→
N
‘

　
　

　

O
げ．
肆

霞
　
ピ
 

鋤

「

三
つ
σqー

ピ
O
菖
 

誘”

帥

昌
O
］
≦
O
α

津

碧
一

〇

旨

ぽ

　
　

　

7
δ
ニ
ゴ

Φ
同

昌

ω

ロ

冨

αqO

ご”
餌
ロ
．．

　
　

　
　

　

匂

信
旨
 

NQQ

（

→
信
Φ
ω

血
餌
蜜
）

訳
餌

ユ

勺
O
洋
O
「

（

d
巳
く
Φ

「
ω

騨
鴇

9
♂

＜
鋤
ω

三
昌

αq8

昌
）

　、．
》
σ

三
α
ぴ
曽

「
−

　
　

　

旨
櫛

勹

三
δ
ω

O
唱

ゴ
図

ぎ
け

ぴ
 

国
国
吋
一

団

く
 
騨

房鳩
、

勺
餌

巳

O
「
○
昌
 

『

（

q
巳
く
Φ

ヨ

ξ
oh

≦
茜
含
蝉

）

°
、．

→
げ
 

幻
 

巴
冒
曽

−

　
　

　

二
〇

昌

9
ゆ
悶
α

山

げ
餌

ず
OO

α

≦
津
げ

→

ぼ
ω

＜
Φ
「

蜜

切
O
畠
団

（

ω
O
−

　
　

　

吋

q
ロ。

匡
昌

一

〇

び

‘

3
ロ
）

”

→
 

昌

ユ

巴
一

昌
叶

 
「

O
吋

Φ
什

讐
δ
づ
ω

9
沖
Φ

同

　
　

　

Qり

巴
070

（

『
ONlQob

コ
トo
）

  増

OP

ユ

切
冨
δ
明
 

氤
け

（

oD
冖

穹
8
巳

¢

巳
く
ゆ

邑
蔓
）

c

へ．
ZO
・

白
ぎ
鎚

鋤

昌
ユ

　
　

　

ω
¢

鎚
α
 

コ

》
≦
凶

犀
 

巳
ロ

σq”

→
犀
O
口
αq
び

房

O
コ

9
 

ω

9
Φ

甑
9

　
　

　

ざ
αq
鴇

Oh

鋤

図
90

ヨ
鋤

屏
⊆
「

餌

N
Φ

昌

日
 

区

『噂一

　
　

　
　

　

｝
ロ

目

 

bO
Φ

（

を
 
畠

ロ
O
ω

α
潜
賓
）

一

〇

喃
層

 

冤

出
O
唱

匹
昌
ω

（

¢

巳
く
 
「
°。

ξ
oh

＜
貯
αq

巨
曽
）

°
．
、

〉

→
号
Φ

8
昌

　
　

　

剛
 

凄
℃
 
O
ユ
〈
 

○
づ

一

げ
 

7「
珥
口
目

ゆ

O
眺

QD

宮
二
宀

ロ

巴

国
×
冒
 ・

　
　

　
　
ワ
　
　
　
　
　
　

リリ

　
　

　

触
一

Φ
旨
O
Φ゜

OO
旨

巴
畠

ぴ
O
℃
Φ
N

（

ζ
置
皀
Φ
σ

β
「

曳

OO
＝
Φ

αq
Φ
）

°
　
軌．

勺

讐
ゴ
ω

目
Φ

誉
β
幣

　
　

　

昌
聾
げ一
 

　
◎
コ

自

　
H
目
叶

 
「

ヨ
一

昌
卑
げ
一

 “

UO
 
ω

　
QD
餌

ヨ
ω

似

同
O

　
国
く
Φ
同

　
　

　

国
昌

α

曳、

》
昌
づ
 

内「
Φ

ぎ
（

oD

母
コ

8a

⊂

三
く

9
ω

ξ
丶

空
。
 

d
三
く
。

邑
な
）

°

　
　

　
．“

ゆ
Φ

嘱
O
昌
α

O
巳
什

β
「

巴

OO

昌
ω

賃
農
O
ユ
O
コ
層

OO50

Φ

コ

q
僻

江
O
昌

U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る

マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

”

昌
α

一

5
α

O
°

日

 
σ
Φ
け

曽
昌

O
一

P
一

ヨ
ω

｛

O
同

コ
一

江
O
昌”
　

→
げ
Φ

閏

罵
ω
け

ρ

昌
α

ω
一

×
冖

7

ロ
昌
ユ

ω゜
二

d
旨

ヨ
Oa

彗
Φ

血

OO

ぴq
−

】
WO

α

ぼ
一

〇〇

帥
け
け

く
騨

ON9

　

以
下

、

各

発
表
者
の

発
表
の

内
容
を

紹
介
し

た
い

の

で

あ
る

が
、

正

直
に

い

っ

て

全
部
の

ペ

ー

パ

ー

を

読
了
し
て

い

な

い

し
、

専
門
外
と
い

う
こ

と

も
あ
る
の

で

紹
介
の

仕
方
に

か

な

り
の

濃
淡
の

出
る

こ

と
を

御

理

解
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、

こ

の

会
議
中

、

私
の

語
学

力
の

不

足
を

補
う
助
力
を

し

て

く

れ
た
ポ

ー

ル

・

グ
ロ

ー

ナ

ー

の

意
見
も
か

な

り

加

味
さ

れ
て

い

る

こ

と
を

申
し

添
え
て

お

く
。

　

こ

こ

で
、

改
め

て
、

こ

の

会
議
の

名
称
に

つ

い

て

も
考
え
て

お

か

な

く
て

は

な
ら

な
い

。

　
軌．
bd
露

山
血

ぼ
ロD
佇

ω
09

鼠
90
αq

罵

→
ず
Φ

］
≦
餌
村

 q
 

O
ロ
山

O
什

ず
Φ

目

諺
勹

写

　
「

O
薗
O
『
 
oo

叶

O

い
一

ぴ
 
叫

鋤

鑑
O
旨’
．．

こ

れ
が

正

式
な

名
称
で

あ
る

が
、

ω
 
叶

 

昌
o
δ
αq
団

と

は

辞
書
に

よ

る

と

キ

リ

ス

ト
謝
教

神冖

学
の

用
語
で

、

キ

リ
ス

ト

に

よ

る

救
済
の

教…
理

を
説
く

救
済
論
を

言
う
よ

う
で

あ
る

。

神
を

信
奉
し

な
い

宗
教
で

あ
る

仏
教
に

ふ

さ

わ
し

い

用
語
で

は

な
い

。

し口
偉
血

α

試
馨

ω
08

ユ
o一
〇

σq
《

を

仏
教
救

済
論
と

訳
し

て

も
意
味
不

明
で

あ
ろ

う
。

そ
こ

で
、

そ

の

二

語
で

も
っ

て

解
脱
論
ぐ

ら
い

に

了

解
す
る

ほ

か

は

な
い

。

そ
し

て
、

コ

ロ

ソ

以
下

の

「

マ

ー

ル

ガ

と

解
脱
へ

の

種
々

な

る

方
法」

と
い

う
一

種

の

副

題

は
、

ま

さ
に

解
脱
論
あ
る

い

は

解

脱
道
が
こ

の

学
会
の

共
通
テ

ー
マ

で

二

六
三

N 工工
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U
・

C
・

L
・

A
に

お
け

る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

あ
る

こ

と

を
明

示
し

て

い

る
。

更
に

、

こ

の
一

文
中
の

「
マ

ー

ル

ガ
」

（

道
）

を

以
て

学
会
の

ニ

ヅ

ク

ネ
ー

ム

と
し

、

］
≦
帥
H
αq
”

OO

録
Φ

同
 

昌
o
ω

と

呼
ぶ

の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

共

通
テ

ー
マ

の

下
に

イ
ソ

ド

か

ら

日

本
に

わ

た

る

仏
教
の

各
種
形
態
の

中
に

、

い

か

に

解
脱
道
が

説
か

れ
て

い

る

か

を

検
討
し

あ
う
の

が
、

こ

の

学
会
の

目
的
な

の

で

あ

る
。

た

だ、

こ

の

よ

う
な

形
で

、

マ

ー

ル

ガ

と
い

う
言
葉
を

仏
教
全
体
の

解
脱

論
に

ま

で

広
げ
て

使
用

す
る

こ

と
に

つ

い

て

の

疑
問
は

後
に

私
の

発
表

の

項
で

再
び

考
え

る

こ

と
に

し

た
い

。

　
さ
て

、

そ
れ

で

は
バ

ー

フ

ォ

ー

ド

教
授
の

論
文
か

ら
順
次
一

わ
た

り

見
て

ゆ
こ

う
。

本

論
文
は

仏
陀
の

教
説
と
し

て

は

最
も

古
い

と
い

わ

れ

て

い

る

ス

ッ

タ
ニ

パ

ー

タ

所
収
の

ア

ッ

タ

カ

・

ヴ

ァ

ッ

ガ

を
分
析
し

た

も
の

で

あ
る

。

彼
女
に

よ

る

と
ア

ッ

タ

カ
・

ヴ

ァ

ッ

ガ

に

は
一

方
で

は

無
欲
で

、

ど
ん

な

特
定
の

見
解
（

鼻
讐
一）

に

も

執
着
し

て

は

い

け
な

い

と

説
か

れ

な
が

ら

も
、

他
方
で

は

解
脱
へ

の

意
欲
と
正
し

い

見
解
の

保

持
と
が

強
調
さ

れ
、

こ

れ

ら
の

二

つ

の

方
向
は
一

見
両

立
し

え

な
い

よ

う
に

思
え
る

と
い

う
。

次
に

彼
女
は

ア

ッ

タ

カ

・

ヴ
ア

ッ

ガ

の

注
釈
書

で

あ

る
マ

ハ

ー

ニ

ヅ

デ
ー

サ

と

仏
音
の

バ

ラ
マ

ッ

タ
・

ジ
ョ

ー

テ

ィ

カ

ー

の

該
当
個
所
を

検
討
し

、

原
意
よ

り

も

教
団
の

要
請
に

即
し

た

形
で

仏
陀
と

そ
の

教
え
が

正

し

い

見
解
の

内
容
で

あ
り

、

そ

れ

以
外
の

思

想

に

心

を

奪
わ

れ

る
べ

き
で

は

な
い

と
い

っ

た

方
向
で

解
釈
さ
れ
て

い

る

こ

と

を

示
す

。

　

次
に

ボ

ン

ド

教
授
の

発
表
は

テ

ー

ラ

ヴ

ァ

ー

ダ

仏
教
に

お

け
る

戒
の

二

六

四

役
割

を

論
じ

た

も
の

で

あ
る

。

彼
は
上

座
部
に

お

け
る

戒
の

原
意
か

ら

説
き
お

こ

し
、

十
戒

、

五

戒、

十
学
処

、

さ

ら
に

小
戒
・

中
戒
・

大
戒

な
ど

種
々

の

戒
相
を

示

す
。

そ
し

て

上

座
部
で

は

戒
は

決
し
て

予
備
的

な

も
の

で

は

な

く
、

目

的
で

あ
る

解
脱
と
一

体
化
し

た

と
こ

ろ

で

把
握

さ

れ
て

い

る

と

指
摘
す
る

。

最
後
の

部

分
で

、

最
近

、

上
座
部

仏
教
の

内
に

も

革
新
運
動
が

起
こ

り、

彼
ら
は

本
来
在
家
が

守
る
べ

き

十
学
処

を

捨
て

て
、

出
家
用
の

十

戒
を

守
り

、

し

か

も

在

家
で

す
ら、

こ

の

世

で

解
脱
で

き
る

は

ず
だ
と

主

張
し

て

い

る
こ

と
を

紹
介
し

、

こ

の

よ

う

に

戒
を

め

ぐ
っ

て

革
新
運
動
が

起
こ

る

と
こ

ろ

に

上

座
部
仏
教
の

特
色

が

存
在
す
る

と

述
べ

て

い

る
。

　

次
に

ス

ポ

ン

バ

ー

グ

教
授
に

移

ろ

う
。

彼
は

本
来
唯
識
の

教
学
に

詳

し

い

が
、

今
回
は

見
道
と

修
道
と
い

う

修
行
の

あ
り

方
を
め

ぐ
っ

て
、

ア

ビ

ダ

ル

マ

か

ら

原
始
仏
教
に

ま
で

さ
か

の

ぼ

り
、

さ

ら
に

印
度
思
想
全

体
に

ま

で

言

及

す
る

。

神
秘
的
（

目

協

昏
巴
）

と

も
い

わ

れ

る

見
道
と

、

理

性

的
（
壁

ま
蠧
ご

と

も

称
さ

れ

る

修
道
と

が

ア

ー

ガ
マ

の

中
で

ど
の

よ

う
に

示
さ

れ
て

い

る

か

を

検

討
し

、

さ

ら
に

特
に

説
一

切
有
部
の

ア

ビ

ダ
ル

マ

の

中
で

結
合
さ

れ
る

に

至
っ

た

経
緯
を
フ

ラ

ウ

ワ

ル

ナ

ー

（
国
「

甘
げ

写
譬
≦
鋤

旨
霞
）

教
授
の

説
を

批
判
し

な

が
ら

論
ず
る

。

　

次
に

コ

ヅ

ク

ス

教
授
で

あ
る

が
、

彼
女
は

京
都
に

三

年
ぐ
ら
い

滞
在

し
、

大
谷
大

学
の

桜
部
建
教
授

や

龍
谷
大
学
の

加
藤
宏
道
講
師
の

指
導

を

受
け
た

と

い

う
こ

と

で
、

日

本
の

関
係
論
文
も
多
く
引
用
し

た
。

先

ず
ア

ビ

ダ
ル

マ

仏
教
の

目

的
を

明
ら
か

に

し
、

そ
の

目
的
に

至

る
に

は
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煩
悩
の

断
尽
が

不

可
欠
で

あ
る
こ

と

か

ら
、

ア

ビ

ダ

ル

マ

（

特
に

説
一

切

有
部
）

の

煩
悩
論
を

詳
論
し

、

さ

ら
に

断
尽
の

様
相
に

説
き

及
ぶ

。

　

次
に

バ

ズ

ウ

ェ

ル

教
授
は

断
善
根
に

つ

い

て

論
究
し

た
。

そ
の

前
提

と
し

て
、

善
根
と
は

何
か

と

い

う
こ

と
が

明
ら
か

に

さ

れ、

説
一

切
有

部
以
外
の

学
派
の

断
善
根
と

有
部
の

断
善
根
を
分
け
て

論
究
し
、

さ

ら

に

断
根
善
と
一

闡
提
（｛
8
冨
ロ

岳

冨）

と
の

関
係
に

説
き

及
ん

だ
。

一

旦

断
善
根
に

な
っ

た

と

し

て

も
、

続
善
根
を

実
現
す
れ
ば
、

そ
れ

は

阿

羅

漢
よ

り

も
す
ぐ
れ
て

い

る

と
い

う
こ

と
が

指
摘
さ

れ
、

親
鸞
の

悪
人

正

機
説
を

想
起
す
る

。

ま
た

結
論
的
に

は
、

布
施
（

魯
葛）

の

意
義
を

強

調
し

た

が
、

き
わ
あ

て

教
理
的
研
究
の

中
か

ら
、

い

と

も
す
な
お

に

こ

の

よ

う
に

言
わ

れ
て

み

る

と
、

現
代
的
な

「

い

か

に

仏
教
は

あ
る
べ

き

か
」

と
い

う
視
点
か

ら

も
深
く

考
え
さ
せ

ら
れ

た
。

　
つ

づ

い

て

ジ
ャ

イ
ニ

教
授
に

移
ろ

う
。

彼
は

倶
舎
論
冒
頭
の

帰
敬
偈

を

取
り

上
げ

、

仏
陀
の
一

切
智
者
性
と

、

ア

ラ

カ

ソ

の

無
知
性
と

を

論

ず
る

。

し

た
が
っ

て
、

本
発
表
も
い

わ

ば

煩
悩
論
の

範
畴
に

属

す

る

が
、

自
ら
ジ
ャ

イ

ナ

教
徒
で

も
あ
る

彼
は

ジ

ャ

イ

ナ

教
の

教
理

を

引
用

し
、

仏

教
と

対
比
さ
せ

た
。

今
回
の

学
会
は
、

の

ち
の

ポ

ッ

タ

ー

教
授

を

含
め

て
、

ア

ビ

ダ
ル

マ

の

研
究
が

多
い

わ

け
で

あ
る

が
、

ジ
ャ

イ
ニ

教
授
の

存
在
と

彼
の

指
摘
は

他
の

部
会
に

無
い

良
い

意
味
で

の

緊
張
感

を
ア

ビ

ダ
ル

マ

部
会
に

与
え
て

い

た
。

　

さ

て
、

第
二

日
目

は
プ

ロ

グ

ラ
ム

変
更
で

こ

の

日

の

発
表
と

な
っ

た

韓
国
の

韓
基
斗
教
授
の

発
表
を

も
含
め
て

、

中

国
仏
教
部
会
と

称
し

て

U
・

C
・

L
・

A
に

お

け

る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報

告
（

吉
津
）

も
よ

い

で

あ
ろ

う
。

ト
ッ

プ
バ

ッ

タ

ー

は
ス

テ

ィ

ブ
ン

ス

ン

教
授
で

あ

る
。

彼
は

天
台
智
顎
の

説
く
六

即
の

意
図
を

追
究
し

た
。

そ
の

前
提
と

し

て

天
台
の

行
位
と
し
て

の

五

十
二

位
の

階
位
の

成
立
を

智
顕
の

師
で

あ
る

南
岳
慧
思
の

著
作
に

ま
で

さ

か
の

ぼ
っ

て

検
討
す
る

。

そ
の

上
で

六

即
を

論
ず
る

が
、

彼
は

次
第
（

漸
）

で

あ

る

と

共
に

円
融
（

頓
）

で

あ
る

よ

う

な
六

即
の

よ

う
な

修
道
論
の

形
成
は

『

摩
訶

止
観
』

巻
二

下

の

「

淮
河
の

北
に

大
乗
空
を

行
ず
る

人
有
り

」

と
い

わ

れ
た

り
、

同
じ

く
巻
五

上
に

「

闇
証
の

禅
師

、

誦

文
の

法

師
の

能
く
知
る

所
に

非
ず
」

と
い

わ

れ

る

よ

う
な
一

群
の

仏
教
者
を

批
判
的
に

意
識
し

て

成
し

と
げ

ら

れ
た

も
の

で

は

な
い

か

と

問
題
提
起
す
る

。

　

次
は

私
の

発
表
の

番
で

あ

る
が

、

後
に

節
を

改
め

て

論
ず
る
の

で
、

グ

レ

ゴ

リ

ー

教
授
に

飛
ぶ

こ

と

に

す
る

。

実
は

私
の

発
表
は

か

な
り

彼

を

意
識
し
、

い

わ

ぽ

彼
の

前
座
の

役
目

を

果
し

た
つ

も
り
で

あ

る
。

彼

の

宗
密
研
究
は
か

な

り

長
年
に

及
び

、

そ

れ

だ

け
に

深
ま
っ

て

い

る
。

今
回
は

、

『

禅
源
諸
詮
集
都
序
』

の

中
に

あ
る

鎌
田

茂
雄
先
生
が

名

づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4
）

け

た

と
こ

ろ

の

「

悟
り

と

迷
い

の

図
」

を

徹
底
的
に

分
析
し

た
。

彼
は

題
目
に

OOo
ロ

ヨ
O
ゆqO

巳
O

と

い

う
難
し

い

言
葉
を

用
い

た
。

辞
書
に

よ

る

と

Oo
ロ。

ヨ
o
ぴqo

昌
団

と
は

「

宇
宙
生
成
論
」

と
か

と

あ
る

が
、

も

う

一

つ

似
た
よ

う
な

言
葉
で

Oo
ω

ヨ
o
δ
σq
嘱

「

宇
宙
論
」

と
い

う
の

が

あ

っ

て
、

ア

メ

リ

カ

人
も
よ

く
区
別
で

き
な
い

ら
し

い
。

彼
の

発
表
の

後

で

は

肝
心

な
彼
の

内
容
の

検
討
よ

り

も
、

こ

れ

ら
の

二

語
を
め

ぐ
る

定

義
の

仕
合
に

終
っ

た
の

は

残
念
で

あ
っ

た

が
、

彼
が

も
っ

と

平
易
な

題

二

六

五
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U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

名
に

し

て

お

け
ば

良
か
っ

た

の

か

も
し

れ

な
い

。

た

だ
、

ひ

ょ

っ

と
し

た

ら、

こ

の

宗
密
の

発
想
を

後
の

周

敦
頤
の

『

太

極
図
説
』

あ
た

り

と

関
連
づ

け
る

意
味
で

、

あ
え
て

こ

の

題
に

し

た

の

か

も
し

れ

な
い

。

　

彼
は

冒
頭
で

智
儼
と

法
蔵
と

宗
密
の

三

者
の

教
判
に

つ

い

て

比
較

し
、

智
儼
は

　
び
 

『

ヨ
Φ
嵩

Φ

暮凶
o

巴
（

解
釈

学
的
）

、

法
蔵

は

ω

Φ

08

「

冨
昌

（

宗
派
的
）

そ
し

て

宗
密
は

ω

9
Φ

証
o一
〇
αq
博

op
。

一
（

解
脱
論
的
）

と

特
色
を

述
べ

た
。

こ

れ
に

対
し

て
、

私
は

法
蔵
へ

の

規
定
に

は

と
も
か

く
同
意

す
る

が
、

智
儼
を

そ
の

よ

う
に

規
定

す

る
こ

と
に

つ

い

て

は

保
留
し

た

い

と

述
べ

た
。

だ
い

た

い
、

解
釈
学

と
い

う

言

葉
が

、

私
に

は

ソ

テ

リ

オ

ロ

ジ

ー

と

同
じ

程
度
に

む
つ

か

し

い
。

　

さ

て
、

悟
り

と

迷
い

の

分
析
に

つ

い

て

い

え
ば

、

彼
の

編
著
で

あ
る

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
（

5
）

『

頓
と

漸
』

所
収
の

彼
の

論
文
も
す
で

に

読
ん

で

お
い

た

の

で
、

よ

く

理

解
す
る

こ

と

が

で

き
た

。

特
に

私
が

ぼ
や
っ

と

し

た

理

解
し

か

持
っ

て

い

な

か

っ

た

解
悟
（

→
『

oo

巳

蒔
窪
o
ロ

日
 

葺
oh

一
昌

達
巴

ぎ
。。

蔭

鐸）

と

証
悟
（

→

冨
 

巳
蒔
暮
Φ

コ

ヨ
Φ

暮
o
｛

8
ヨ
冨
 

8
器

農
母
け

δ
口
）

と
の

区
別

に

つ

い

て

は

明
確
に

教
え
て

も
ら
っ

た
。

す
な

わ

ち

宗
密
の

い

わ

ゆ

る

頓
悟
漸
修
の

頓
悟
は

解
悟
に

始
ま
っ

て

証
悟
に

極
ま

る

の

で

あ
る

。

そ

し

て
、

慚

修
に

よ
っ

て

の

み

そ

れ
が

可
能
と

な

る
。

　
こ

れ

ら
の

分
析
は

単
に

『

禅
源
諸
詮
集
都
序
』

の

み

に

よ

る

の

で

は

な
く

、

『

円
覚
経
大
疏
』

や

『

原
人
論
』

と

も
一

致
す
る
こ

と

が

確
認

さ

れ
、

さ

ら
に

北
宗
禅
や

洪
州
宗
へ

の

宗
密
の

批
判
に

際
し

て

は

『

裴

休
拾
遺
問
』

（

中

華
伝
心

地
禅
門
師
資
承

襲
図
）

も
援
用
さ

れ

る
。

こ

の

グ

二

六

六

レ

ゴ

リ

ー

教
授
の

研
究
に

よ
っ

て

宗
密
教
学
の

綱
格
は

ほ

ぼ

明

ら
か

に

さ

れ
た

と
い

っ

て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

た

だ
、

問
題
に

な

る

点
は

い

く
つ

か

存
在
す
る

。

ま

ず
、

宗
密
教
学
の

全
貌
の

解
明
と
い

う
こ

と
に

な

れ

ぽ
、

や

は

り
『

円

覚
経
道
場
修
証
儀
』

の

よ

う
な

宗
密
の

実
践
面
の

研
究

は

無
視
で

き

な
い

だ
ろ

う
と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

次
に

宗
密
が

正
統
と

考
え

る

荷
沢
宗
の

教
え
と

神
会
自
身
の

思

想
と
を

対
峙
さ
せ

て
、

同
異

を

検
討
し

て

み

る

必

要
は

あ

る

だ

ろ

う
。

ま

た

私
は

『

華
厳
禅
の

思
想

史
的

研
究
』

の

中
で

宗
密
を

批
判
し

た

わ

け
で

あ
る

が
、

私
の

研
究
を

良
く

理

解
し

て

く
れ
て

い

る
グ

レ

ゴ

リ

ー

教
授
が

こ

の

批
判
の

面
に

つ

い

て

ど
の

よ

う
に

考
え
て

い

る

の

か

伺
い

た
い

も
の

で

あ
る

。

い

ず
れ

宗
密
に

つ

い

て

の

大

著
が

公
刊
さ

れ

る

と

聞
き
及
ん

で

い

る

が
、

宗
密

と
い

う

人
物
が

仏

教
史
を

越
え
て

、

中
国
の

宗
教
思

想

史
の

上
か

ら

も

大
き
な

存
在
で

あ
る

だ

け
に

、

今
私
の

指
摘
し

た
二

、

三

の

点
も
考
慮

し

て
、

こ

の

際
徹
底
的
に

総
合
的
な

研
究
を

期
待
し

た

い
。

以
上

、

グ

レ

ゴ

リ

ー

教
授
の

所
が
大
変
に

長
く
な

っ

た

が
、

学
会
の

場
で

発
言
し

よ

う

と

考
え
て

い

た

こ

と
を

、

全

く
証
文
の

出
し

遅
れ
で

は

あ
る

が
、

こ

こ

に

記
し

て

お

く
。

　
さ

て
、

二

十
七

日

午
後
の

部
会
の

第
一

発
表
者
は

韓
国
の

円

光
大
学

の

韓
基
斗
教
授
で

あ
っ

た
。

彼
は

達
摩
の

心

地

法
門
と

呼
ば
れ
る

も
の

を

頓
悟
の

内
容
と

規
定
し

、

そ

れ

が
南
宗
禅
の

中
で

い

か

に

伝
持
さ

れ

た

か

を

示
そ

う

と
し

た
。

宗
密
の

頓
悟
漸
修
に

対
し

て
、

頓
悟
頓
修
こ

そ

が

心

地
法

門
を

言
い

表
わ

す
に

は

ふ

さ

わ
し

い

と

彼
は

最
後
に

述
べ
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て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

6
）

　
次
に

マ

ク

レ

イ

教
授
に

眼
を

転
じ

よ

う
。

彼
は
一

昨
年
大
著
を

公

刊

し
て

、

初
期
禅
（

国

胃
ぐ

O
げ

．

穹
）

の

研
究
に
一

く
ぎ
り
つ

け

た

よ

う

で
、

こ

れ

ら
は

『

六

祖
壇

経
』

の

研
究
と

洪
州
禅
（

馬

祖
あ
た
り

か

ら
始

ま

る

禅
宗
の

動
き
を

Ω
動

の

巴
o

巴

O
ず．
9。
旨

と

称
し

、

先
程
の

国
暫
「

ぐ

O
ぽ
．

9。
旨

と

区
別

す
る
）

の

解
明
に

向
う
よ

う

で

あ

る
。

今
回
の

発
表

は

そ

の

Ω
凶
ω

皀
o

巴

O
げ博
帥

ロ

の

本

質
に

機
縁

問
答
（
o
コ
oo

口

馨
Φ
「

島
巴
Ooq

β
 
）

を

見
よ

う
と

す

る

も
の

で

あ
る

。

資
料
と
し

て

は

主

と
し

て

『

祖
堂
集
』

を

用
い

、

『

宝
林
伝
』

に

も

言
及

し

た
。

伝
統
仏
教
の

修
行
は

往
往
に

し

て

個
人
の

レ

ベ

ル

で

行
い

、

目
的
を

成

就
し
よ

う

と

す
る

が
、

禅
宗

で

は
一

対
一

の

師
弟
の

問
答
こ

そ
が

修
行
に

な
る

の

だ

と
い

う

指
摘
で

あ
る

。

修
行
に

相
手
が

必

要
で

あ
る

と
い

う

観
点
で

は
、

こ

の

指
摘
は

先
に

み
た
バ

ズ

ウ
ェ

ル

教
授
の

ダ

ー

ナ

（

布
施
）

の

重
視
と

通
う

と

こ

ろ
が

あ
る

。

私
の

「

宗
」

の

提
示
が

禅
宗
の

本

質
で

あ
る

と
い

う

立
場

か

ら
す

れ
ば

個
の

宗
旨
と

個
の

宗
旨
が

出
会
い

、

そ
し

て

問
答
に

よ

っ

て

自
覚
を

深
め

て

ゆ
く

と

い

う
こ

と

は

当
然
で

あ
ろ

う

と
思

う
。

た

だ

問
答
が
語
録
化
し

て
、

文
字
が

間
に

介

在
す
る

よ

う
に

な

る

と

困
難
な

事
態
も

生
じ
た

こ

と
で

あ
ろ

う
。

中
国

禅
の

真
の

成
果
と

問
題
点
を

明

ら
か

に

し

て

も

ら
い

た

い

と

期
待
し

て

い

る
。

　

次
に

ジ

メ

ロ

教
授
に

移
ろ

う
。

彼
は

ま

ず
仏
教
一

般
に

共
通
の
一

つ

の
パ

ラ

ド
ヅ

ク

ス

を
語
る

。

す
な

わ

ち、

仏
陀
は
一

切
は

無
常
だ

と

説

い

た
が

、

そ
の

無

常
性
を

悟
る
た

め

に

絶
え
ざ

る

修
行
が

要
請
さ

れ、

U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

あ
る

学
派
で

は

法
は

永
遠
だ

と

も
説
く
に

至
る

の

で

あ
る

。

大
乗
仏
教

で

も
同
様
で

あ
っ

て
、

一

切

皆
空
と

言
い

つ

つ

も
、

利
他
行
と
か

仏
陀

の

無
量
の

功
徳
は

有
と
し

て

認
め

ら

れ
る

。

次
に

具
体
的
に

中
国
の

禅

宗
の

歴
史
の

上
で

も
同
様
の

こ

と

が
伺
わ

れ

る

と
い

う
の

が

今
回
の

発

表
の

後
半
部
分
で

あ
る

。

つ

ま

り
、

不

立

文
字
を

主

張
し

、

無
一

物
を
説

く
禅
宗
の

中
で

、

い

か

に

し

て

宋
代
に

慧
洪
（

一

〇
七
一

−
一

＝

天
）

の
『

石

門
文
字
禅
』

に

代
表
さ

れ
る

よ

う
な

文
字
を

大
切
に

し
、

文
化
を

重
ん

ず
る

禅
が

出
現
し

た
か

と
い

う
こ

と
で

あ

る
。

こ

の

よ

う

な
い

わ

ば

文
化
禅
の

と
こ

ろ

で

禅
宗
は

儒
学
の

人
々

と

タ

イ

ア

ッ

プ

で

き
る

場

が

あ
る

の

で

あ
る

が
、

そ
の

思
想
的
な
ペ

ー
ス

に

な
っ

て

い

る

の

は

や

は

り

宗
密
に

由
来
す
る

禅
と

教
の

合
一

（

私
の

呼
称
で

は

華
厳
禅
）

に

あ

る

よ

う
で

あ

る
。

あ
る

夜
の

レ

セ

プ
シ

ョ

ソ

の

席
上
で

、

彼
は

永
井
政

之
助
教

授
の

名
前
に

言
及
し

た
。

論
文
を

読
ん

で

い

る

よ

う
だ

。

永
井

氏
の

「

庶
民
」

の

立

場
か

ら
の

禅
宗
の

と
ら

え
な

お

し

と

い

っ

た

視
点

に

彼
が

注
目

す
る

の

で

あ

ろ

う
か

。

さ

ら
に

、

今
回
の

ベ

ー

パ

ー

で

は

石
井
修

道
教
授
の

『

宋
代
禅
宗
史
の

研
究
』

に

も
注
の

中
で

言
及
し

て

い

た
。

　

第
三

日
目

は

“

東
北
ア

ジ

ア

仏
教
部
会
”

と

銘
打
っ

て

あ
り

、

そ
れ

は

ど
う
で

も

韓
国
と
日

本
の

仏
教
と
を

含
意
す
る

も
の

で

あ
っ

た

ら
し

い

が
、

東
国
大
学
の

李
箕
永
教
授
は

欠
席
で

あ

り、

韓
基
斗
教
授
は

す

で

に

第
二

日

目
で

発
表
を

終
了
し

、

帰
国
さ

れ
た

の

で
、

日

本
仏
教
は

グ
ロ

ー

ナ

ー

教
授
と
ビ

ー

ル

フ

ェ

ル

ト

教
授
の

二

名
だ

け
と
な
っ

た
。

二

六
七
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U
．

C
・

L
・

A
に

お

け

る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

そ
の

二

人
の

前
に

ポ
ッ

タ

ー

教

授
の

ア

ビ

ダ
ル

マ

研

究
の

発
表
が

急
遽

人
っ

て

ぎ
た

。

彼
の

発
表
は

初
期
の

ア
ビ

ダ
ル

マ

思
想
の

特
に

修
道
論

を

論
究
し

よ

う

と
い

う

も
の

で

あ
っ

た
が

、

何
か

特
定
の

テ

ー

マ

に

し

ぼ
ら

れ
て

い

な
か

っ

た

の

で
、

や

や

散
漫
な

印
象
を

受
け
た

。

　
さ

て
、

グ

ロ

ー

ナ

ー

教
授
は

今
回
最
澄
以

降
の

日

本
天
台
宗
の

即

身

成
仏
義
の

変
遷
に

つ

い

て

詳
細
な

報
告
を
し

た
。

最
澄
自
身
の

即
身
成

仏
義
に

つ

い

て

は

最
晩
年
の

著
作
で

あ
る

『

法
華
秀
句
』

の

中
に

「

即

身
成
仏
化
導
勝
」

と
い

う
一

章
が

あ
り

、

す
で

に

彼
は

こ

れ
に

も
と
ず

い

て

最
澄
の

即
身
成
仏
義
に

つ

い

て

の

論
文
を

書
き

、

い

ず
れ
公
刊
さ

　

（

7
）

れ
る

予
定
で

あ
る

。

い

ず
れ
に

し
て

も
最
澄
の

弟
子
た

ち
か

ら
し
て

大

い

に

即

身
成
仏
に

関
心

を

持
っ

て

い

た

と
い

う
。

こ

れ
は

明
ら
か

に

空

海
の

『

即
身
成
仏
義
』

を

は

じ

め

と

す
る

密
教、

つ

ま
り

真
言

宗
へ

の

対
抗
意
識
に

よ

る

だ
ろ

う
。

天
台
家
の

人
々

は

は

じ
め

は

『

法
華
経
』

自
体
の

中
で

「

提
婆
達
多
品
」

に

出
る

竜
女
成
仏
を
も
っ

て

即
身
成
仏

の

根
拠
に

し
て

い

た
が

、

次
第
に

密
教
を

取
り

入

れ
、

い

わ

ゆ
る

台
密

を

形
成
す
る

こ

と
に

よ

っ

て

証
明
す
る

よ

う
に

な
っ

た
。

そ
の
一

つ

の

高
ま

り
が

『

即

身
成
仏
義
私
記
』

を

著
わ

し

た

安

然
（

八

四
一

ー
八

八

九
？

）

で

あ
る
こ

と

が

論
究
さ

れ
る

。

そ
し

て
、

そ
の

よ

う
な

天
台
の

密
教
化
に

プ

ロ

テ

ス

ト

し
、

天

台
本
来
の

教
理
に

復
帰
し
よ

う

と
し

た

人
と

し

て

宝
地

房
証
真
が

位
置
づ

け
ら
れ
る

。

　
さ
て

、

グ
戸

ー

ナ

ー

教
授
の

研
究
も
以
前
の

良
源
に

つ

い

て

の

発
表

や

今
回
の

発
表
を

拝
見
す
る

と
、

い

よ

い

よ

本
覚
思
想
の

問
題
を

も
か

二

六

八

ら
め

て

源
信
（

九
四
一

τ
一

〇
一

七
）

の

研
究
で

ま

た

大

著
を

物
さ
れ

る

必
要
が

あ
る

の

で

は

な
い

か

と

思
う

。

さ

ら
に

、

日

本
の

真
言
宗
の

歴

史
的
研
究
も

必
須
の

課
題
で

あ
ろ

う
。

ま

た
、

今
回
の

発
表

に

限

ら

ず、

も
う
そ

ろ
そ

ろ

グ
ロ

ー

ナ

ー

流
の

日

本
仏
教
史
観
な

り
、

天
台
教

義
論
な

り
が

拝
聴
で

き
て

も
よ

い

の

で

は

な
い

か

と

い

う

印
象
を

持
つ

が
、

い

か

が
で

あ
ろ

う
か

。

　

次
に

ビ

ー

ル

フ

ェ

ル

ト

教
授
は

円

爾

弁

円
（

一

二

〇
ニ

ー
八

〇
）

の

『

坐

禅
論
』

を

英
訳
し

、

そ
の

内
容

を

分
析
し
た

。

問
題
意
識
と
し

て

は

道
元
の

坐
禅
論
あ
る

い

は

『

弁
道
話
』

あ
た

り
の

坐
禅
観
と

比
較
し

た

い

と

い

う
こ

と
が

根
底
に

あ
る

。

今
回

は
、

特
に

無
心
（
20

白
ぎ
e

と
い

う

言
葉
に

焦
点
を

あ
て

、

そ
の

坐
禅
観
の

頓
悟
性
を

論
究
し

た
。

ジ
ャ

イ
ニ

教
授
は

彼
の

発
表
に

対

し

て
、

口
O
・

ヨ

壁
血

よ

り

も
、

昌

9

ヨ
ぎ
島
昌

ひq

と

訳
し
た

方
が
ニ

ュ

ア

ン

ス

が

出
る

の

で

は

な
い

か

と

提

案
し

た
。

思
想
書
の

翻
訳
の

む
つ

か

し

さ

を

示
す
一

つ

の

事
例

で

あ

る
。

　
さ

て
、

学
術
会
議
の

日

程
と
し

て

は

最
後
の

第
四

日
は

チ

ベ

ッ

ト

仏

教
部
会
で

あ
っ

た
が

、

実
は
ロ

ペ

ツ

教
授
も
ク

ラ

イ
ン

教
授
も
ヴ

ァ

ー

ジ
ニ

ア

大
で

ホ

プ

キ

ン

ス

教
授
の

教
え

を

受
け
た

人
た

ち
で

、

し

た
が

っ

て

三

人
共
に

ツ

ォ

ソ

カ

バ

を

始
祖
と

あ
お

ぐ
ゲ

ル

ク

派
の

教
学
を

中

心

と
し

た

発
表
で

あ
っ

た
。

ま

ず
ホ

プ

キ
ン

ス

教
授
は

ア

テ

ィ

ー

シ

ャ

（

九
八
二

i
一

〇
五
四
）

の

『

菩
提
道
灯
論
』

に

出
る

三

類
の

機
根
を

取

り
上

げ
、

そ

れ

ら
三

類
が
い

か

に

次
第
に

高
く
位
置
づ

け
ら
れ

る
か

を
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更
に

ツ

ォ

ン

カ
バ

や

ジ

ャ

ム

ヤ

ソ

シ

ェ

ー
パ

な

ど
の

文
献
を

援
用
し

て

説
明
し

た
。

さ

ら
に

ル

ド

ル

ブ

・

オ
ヅ

ト

ー

や
ユ

ソ

グ

な

ど
の

文
献
と

比

較
し

て

宗
教
経
験
の

本
質
に

迫
ろ

う
と

し

て

い

る
。

　

次
に
ロ

ペ

ツ

教
授
も
資
料
的
に

は
ツ

ォ

ソ

カ
バ

や
ジ
ャ

ム

ヤ

ン

シ

ュ

ー

パ

の

も
の

を

用
い

る

と

明
言

す
る

。

テ

ー

マ

は

全

体
と

し

て

は
一

乗

と

三

乗
の

問
題
と
い

え
よ

う
。

ま

ず
煩
悩
論
に
つ

い

て

声
聞
縁

覚
の

二

乗
の

断
尽
し

た

煩
悩
と

菩
薩
の

煩
悩
へ

の

対
処
の

仕
方
を

検
討
し

、

次

に
一

乗
と
三

乗
と
の

論
争
を

扱
い

つ

つ
、

ア

ラ

カ
ソ

は

大
乗
に

入

れ
る

か

ど

う
か

を

論
ず
る

。

　

最
後
に
、

ク

ラ

イ
ン

教
授
は

主
と

し

て

チ

ャ

ソ

ド
ラ

キ

ー

ル

テ

ィ

の

『

入

中

論
』

と

及
び

そ
れ
へ

の

ツ

ォ

ソ

カ
バ

た

ち
の

注
釈
を

用
い

る
。

そ
し

て
、

彼
女
は

空

性
を
直
接
的
に

認
識
す
る

こ

と
を

求
め

て
、

十
地

の

う
ち

で

初
地
と

第
六

地
の

分
析
を

行
う

。

　

以
上

、

ま
こ

と
に

雑
駁
で

、

簡
略
で

は

あ
る
が

発
表
者
十
八

人
の

発

表
内

容
の

ポ

イ
ソ

ト

の

み

を

紹
介
し

た
。

そ
の

他
、

デ
ィ

ス

カ

ッ

サ

ソ

ト

と

し

て

参
加
し

た
フ

ォ

ー

ル

（

Uロ
。

蕁
母
自

団
目
ρ

ω

紆
口

♂
『

自

口
昌

幣

く
O

誘
津

巳

教
授
や

イ
ヤ

レ

ー

　
（

ピ
OO

嶋
Φ
9。

ユ
O

〜

ω

富
昌

♂
吋
α

q
皀
く
O

学

。・
幽

亳
）

教
授
も

そ

れ
ぞ
れ
の

発
表
ご

と
に

、

ま

た

二

十
九
日
の

午
後

の

ま

と

め

の

部
会
で

、

多
く
の

発
言
を

な
し

た

が
、

私
に

は

そ

れ
を

ま

と

め

る

カ
が
な
い

の

で

残
念
な
が

ら

報
告
す
る

こ

と
は

で

き
な

い
。

五

私
の

発
表

に
つ

い

て

U
・

C
・

L
・

A
に

お
け
る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

　

私
に

与
え
ら

れ
た

題
は

「

初

期
華
厳
教
学
に

お

け

る

修
道
論
」

と
で

も
和
訳
さ

れ
そ

う

な
の

で
、

ち
ょ

う

ど
直
前
に

参
加
し

た

仏
教
思
想
学

会
で

の

発
表
を

転
用
さ

せ

て

い

た

だ
い

て

智
儼
（

六

〇
ニ

ー
六

八
）

と

法

蔵
（

六

四
三

−
七
一

二
）

の
一

乗
義
の

解
釈
の

差
異
と

そ
の

差
異
が

修
道

の

面
で

ど
の

よ

う
に

表
わ

れ
る

か

に

つ

い

て

語
る
つ

も
り
で

あ
っ

た
。

そ
し

て

実
際
に

発
表
の

後
半
は

そ

の

よ

う

な
内
容
と
な
っ

た

の

で

あ
る

が
、

発
表
の

前
半
部
分
は

次
の

示
す
よ

う

な

チ
ャ

ー

ト

（

図
）

を

提
示

し

て
、

イ
ン

ド

仏
教
か

ら

中
国
仏
教
へ

の

大
き

な

流
れ
を

考
え
て

み
た

。

＝
ら
帥

5

切
唱
店
畠

＝
ω

目

〇

三
＝

霧
ob

コ
‘

ユ
告

三
〇リ

ヨ

竃

習
卩q
四

訓
…

レ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

く

 

醤
葺

　
こ

の

図
表
は

決
し

て

こ

の

時
の

思
い

つ

き
で

は
な

く
、

最
近
一

乗
に

つ

い

て
、

い

ろ
い

ろ

考
え
て

い

る

う
ち

に

こ

の

よ

う
な
こ

と

も
言
え

る

か

な

あ
と

私
の

ゼ

ミ

な

ど
で

は

提
示
し

て

い

た

も
の

で

あ

る
。

そ

れ

が

こ

の

学
会
で

こ

の

図
を

提
示
す
る

こ

と

に

な
っ

た
の

は
、

こ

の

学
会
の

個
々

の

発
表
内
容
が

前
節
で

紹
介
し

た

よ

う

な

も
の

で

あ
っ

た
こ

と
に

も
起
因

す

る
の

で

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

個
々

の

発
表
内
容
は

そ
れ
ぞ
れ
に

二

六
九

N 工工
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U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

詳
細
で

あ
り

、

す
ぐ
れ
た

も
の

で

あ
る

が
、

ど
う
も
全
体
的
な
見
通
し

と

い

う
か

、

位

置
づ

け
が

不

明
確
だ

と
い

う

印
象
が

第
一

に

あ
り

、

し

か

も
チ
ベ

ッ

ト

仏
教
の

発
表
は

あ
る

と
は

い

え
、

イ
ソ

ド

大

乗
の

般
若
や

法
華
だ
っ

て

立

派
に

、、
ω

o

冨
ユ
90
αq
凶

o

巴
二

で

は

な
い

か

と
い

う
疑
問

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
鴇

が

第
二

に

わ

き
あ
が

り
、

そ
し

て

第
三

に
．
．

竃
四

お
四

〇
〇

コ

冷
【

o
ロ
Oo
．

と
い

う
け

れ
ど

も
こ

の

マ

ー

ル

ガ

と
い

う

言

葉
で

イ
ン

ド
、

中
国

、

チ

ベ

ッ

ト
、

韓
国

、

日

本
な

ど
の

仏
教
の

諸
形
態
す
べ

て

を

包
括
し

て

よ

い

の

だ

ろ

う
か

と

い

う

問
題
意
識
が

生
れ

、

こ

の

チ

ャ

ー

ト

の

提

示

と

あ
い

な
っ

た

わ

け
で

あ
る

。

　

第
三

の

問
題
意
識
か

ら
い

え
ぽ

ヨ
国
αq
ひqP

日
母
σq
曽

は

イ
ソ

ド

仏
教

一

般
に

用
い

ら
れ

る

で

あ
ろ

う
し

、

中
国
で

は

多
く

「

道
」

と

翻
訳

さ

れ
て

い

る

で

あ
ろ

う
し

、

ま
た

日

本

語
で

も
「

道
」

あ
る
い

は

訓

読
で

「

み

ち
」

と

も

な
ろ

う
。

こ

れ
ら
の

目
”

αq
αq
曽

、

ヨ
贄
伽Q
騨

、

道
、

み

ち

は

簡
単
に

等
号
で

結
ぶ
こ

と

の

で

き

な
い

、

そ

れ

ぞ
れ

の

言

語
の

背
景

を

担
っ

て

い

る
。

た

と

え
ば
同
じ

漢
字
で

も
中
国
の

思

想
史
の

文
脈
で

道
と
い

う
の

と
、

日

本
の

茶
道
と
か

武
道
と
か

い

う

道
と

で

は

か

な

り

の

違
い

が

あ
る

。

日

本
語
で

は

む
し

ろ

「

み

ち
」

と

訓
む

方
が

何
か

し

ら

倫
理

的
な
ニ

ュ

ア

ン

ス

を

感
じ

る

の

で

あ
る

。

　

そ
こ

で
、

マ

ー

ル

ガ

会
議
と
一

般
化
さ

れ
て

い

る

け
れ

ど

も
、

も
う

少
し
マ

ー

ル

ガ

に

こ

だ

わ
っ

て
、

マ

ー

ル

ガ

の

意
味
を

特
定
し
て

み

る

必
要
が
あ
る
の

で

は

な
い

か

と
考
え
た

の

で

あ
る

。

そ

の

結
果

、

や
は

り
マ

ー

ル

ガ

は

四

聖
諦
の

道
諦
（

言

弩
σq

霧
畧

旨
）

に

み

ら

れ
る

よ

う
に

二

七

〇

ア

ー

ガ
マ

か

ら
ア

ビ

ダ

ル

マ

仏
教
を

代
表
す
る

言
葉
と

考
え

る
べ

き
で

は

な
い

か

と

思
う
の

で

あ
る

。

四

諦
の

綱
格
を

重
視
す
る

仏
教
は
マ

ー

ル

ガ

の

仏
教
と

呼
ん

で

よ

い

の

で

は
な

い

だ

ろ

う
か

。

　

そ
の

マ

ー
ル

ガ

仏
教
に

対
し

て

大
乗
仏
教
を

ヤ

ー

ナ

（

鴇
冨
）

運
動

と
し

て

把

え
る

こ

と
が

可
能
で

あ
ろ

う
。

マ

ー

ル

ガ

仏
教
に

プ
ロ

テ

ス

ト

し

て

出
て

き
た

運
動
な
の

で

チ

ャ

ー

ト

で

は

‡
と
い

う

印

を

用
い

た
。

こ

の

ヤ

ー

ナ

運

動
の

形
態
は

小
品

や

大
品
の

『

般
若
経
』

の

冒
頭

部

分
に

よ

く
示
さ

れ
て

い

る

が
、

後
に

は

『

法

華
経
』

の

よ

う
に
一

乗

あ
る
い

は
一

仏
乗
と
い

っ

た

主
張
と
も

な

る
。

こ

の

よ

う

に
マ

」
ル

ガ

と
ヤ

ー

ナ

の

対
応
と

し

た
か

ら

と
い

っ

て
、

従
来
の

ア

ビ

ダ

ル

マ

と
大

乗
と
の

対
応
と

同
じ
で

は

な
い

か

と
も
い

え
る

が
、

大
乗
と
い

う
と

す

ぐ
に

小
乗
を

連
想
し

、

批
判
と
い

う
視
点
が

出
て

く
る

の

で
、

一

旦

大

乗
の

大
を

取
り

去
っ

て

ヤ

ー

ナ

の

運
動
と
い

う
こ

と
に

し

て

み
る

と、

こ

の

運
動
の

問
題
点
が
よ

り
よ

く

見
え
て

く
る

の

で

は

な
い

か

と

も
考

え
る

。

　

実
は

中
国
仏
教
を

見
て

ゆ

く
場
合
に

、

ま

ず
そ
の

前
提
と
し

て

大
乗

は

共
通
し

て

ヤ

ー

ナ

の

運
動
で

あ
っ

た

と
い

う
確
認
が

大
切
に

な
っ

て

く
る

。

先
の

チ

ャ

ー

ト

で

い

え
ば
マ

ー

ル

ガ

の

仏
教
も
ヤ

ー

ナ

の

運
動

も

両
方
共
に

中
国
に

入
っ

て

き
た

が
、

鳩
摩
羅
什
の

活
躍
に

よ

っ

て

大

乗
が

す
ぐ

れ
て

い

る

と
い

う

認
識
が
一

般
化
す
る

。

そ
れ

な

ら
ば

大
乗

の

み
を

仏

説
と

し
、

小
乗
を

非
仏
説
と

し

て

捨
て

去
る

の

が
印
度
仏
教

の

流
れ
か

ら
す
れ
ば

当
然
で

あ
る

が
、

大
乗
小
乗
と

も
に

仏
説
と
い

う
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こ

と
に

な
っ

た

と
こ

ろ
に

中
国
仏
教
の

出
発
点
が

あ
る

。

先
程

、

大
乗

を
ヤ

ー

ナ

の

運
動
と
い

う
確
認
が
必
要
で

あ
る

と
い

っ

た

の

は
、

こ

の

中
国
仏
教
の

出

発
点
と
の

対
比
か

ら
の

発
想
で

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

先

に

み

た

よ

う
に

印
度
で

は
マ

ー
ル

ガ

と

ヤ

ー

ナ

と
は

対
立

関
係
に

あ
っ

た
の

に
、

中

国
仏
教
で

は

優
劣
関
係
と

し
て

把
握

さ

れ
、

一

切

が

乗

（

ヤ

ー

ナ
）

と

し

て

呼
ば
れ

る
。

小
で

あ
れ

、

大
で

あ
れ、

仏
説
と
し

て

は

平
等
に

乗
と

称
さ

れ

る
。

い

わ
ば

中
国
仏
教
は

印
度
の

仏
教
を
受
け

入

れ
つ

つ

も
、

印
度
仏
教
の

歴
史
を

全
く
無
視
し

た
、

全
く
中
国
仏
教

独
自
の

出
発
点
か

ら
展
開
す
る

の

だ

と
い

う
こ

と
を

言
い

た

い

の

で

あ

る
。

　

中
国
仏
教
の

流
れ
の

第
二

の

ポ
イ

ン

ト

は

こ

れ
ら
印
度
仏
教
の

総
括

と
し

て
の

、

ま

た

仏
説
と

し

て

乗
を

教
に

組
み

替
え
る

こ

と
で

あ
る

。

先
の

チ
ャ

ー

ト

の

中
で

「

乗
ー

教
」

と
い

う

部
分
が
そ

れ

を

示
し

て

い

る
。

天
台
智
顕
の

『

法
華
玄
義
』

に

お

け
る

南
三

北
七
の

批
判
と
彼
独

自
の

教
判
の

建
立

も
、

乗
を
教
に

組
み

替
え
て

ゆ

く
壮
大
な

試
み

で

あ

る

と

思
う
が

、

実
は

法
蔵
の

『

華
厳
五

教
章
』

の

「

乗
教
開
合
第
五
」

の
一

項
も

文
字
通
り

乗
か

ら

教
へ

の

証
明

を

行
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

『

五

教
章
』

の

「

建
立

乗
第

＝

と
は

ま
さ

に
一

切
の

仏
説
を

別
教
一

乗
と

同
教
一

乗
の

下
へ

包
摂
し

よ

う

と

す

る
。

「

分
教
開
宗
第
四
」

で

は

自
か

ら
の

教
判
と
し

て

の

五

教
十
宗
を

示

す
。

そ
の

後
す
ぐ
に

「

乗

教
開

合
第
五
」

で

は

特
に

五

教
と

諸
乗
と
の

対
配
を

行
い
、

「

教

起

前

後
第
六
」

以
降
は

完
全
に

五

教
が

中
心

と
な

り
、

一

乗
三

乗
小
乗
な

ど

U
・

C
・

L
・

A
に

お
け

る
マ

ー

ル

ガ
学
会
の

報
告
（

吉
津
）

は

五

教
の

体
系
を

補
う
も
の

に

す
ぎ
な
く

な
っ

て

ゆ
く
の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

乗
か

ら

教
へ

と
い

う

証
明
の

事
例
を

法
蔵
以

外
に

も
も

っ

と

探
す

必

要
は

あ
る

が
、

一

般
に

教
判
あ
る
い

は

判
教
が
中
国
仏
教

の

特
色
の

一

つ

で

あ
る

と
い

わ

れ
る

と
こ

ろ
に

「

教
」

と
し

て

仏
説
を

一

括
す
る

姿
勢
が

あ
ら

わ
れ
て

い

る

と
い

え
よ

う
。

で

は

何
故
に

教
で

な

け

れ
ぽ
な

ら

な
い

の

か
。

そ

れ
は

儒
教
を

国
教
に

し

た

こ

と

も

あ
る

中
国
の

思
想
風
土
か

ら
の

仏
教
へ

の

要
請
と
い

え
よ

う
。

　
こ

の

「

教
」

と
し

て

の

仏
教
の

確
立
に

対
し

て

プ
β

テ

ス

ト

し

た
の

が

「

宗
」

を

重
ん

ず
る

禅
宗
で

あ
る

と
い

う
こ

と
、

ま
た

そ

れ
に

付
随

す

る

問
題
点
な

ど

は

『

華
厳
禅
の

思
想
史
的
研
究
』

「

第
三

章
　

達
摩

禅
宗
の

成
立
と

発
達
」

で

す
で

に

説
明
し

た
の

で
、

こ

こ

で

は

省
略
す

る
。

先
の

チ

ャ

ー

ト

で

は

乗
−

教
‡
宗
と
し

て

示
し
た

。

　
さ

ら
に

チ

ャ

ー

ト

で

教
と

宗
と
を

結
び
つ

け
る

形
で

「

道
」

を

示
し

た

の

は
、

い

う
ま
で

も
な

く

宗
密
（

七
八

〇
1
八

四

〇
）

か

ら
始
ま

る
一

つ

の

大
き
な
流
れ
で

あ
る

。

私
は

仮
に

華
厳
禅
と

命
名
し

た

が
、

一

般

に

は

教
禅
一

致
説
と
い

わ

れ
て

い

る

も
の

で

あ
る

。

こ

れ
を

道
と
し

た

の

は

宗
密
が
『

原
人

論
』

で

批
判

し

た

韓
愈
（

七
六
八

−
八

二

四
）

の

『

原
道
』

と
、

宗
密
を

批
判
し

て

成
立

す

る
朱

熹
（

一

コ
ニ

○
ー

＝
一

〇

〇
）

な
ど
の

道
学
と
宗

密
と
は

、

た

し

か

に

立

場

を

異
に

す
る

と

は
い

え
、

宗
密
が
三

教
一

致
に

通
ず
る

立
場
を

開
く

時
、

そ
こ

で

は

道
を

共

に

し

う

る

と
い

う
こ

と
が

認
め

ら
れ

る

か

ら
で

あ
る

。

宗
密
の

用
語
と

し

て

は

性

と
か

源
と

か

い

う

立
場
で

あ
る

が
、

ま

さ
に

そ
の

よ

う

な
言

二

七
一
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U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

葉
は

か

え
っ

て

道
と
い

う

語
義
内
容
を

明
ら
か

に

す
る

。

こ

の

よ

う

な

道

が
「

マ

ー

ル

ガ
」

と

も
異
り

、

「

み

ち
」

と

も
違
う
こ

と
は

言
う

ま

　
　
　
（

8）

で

も
な
い

。

　
こ

の

よ

う
な
こ

と

を
、

も
っ

と

簡
単
に

述
べ

て
、

次
に

智
儼
と

法
蔵

と
の

教
学
の

違
い

を
ま

た

チ

ャ

ー

ト

に

し

て

示
し
、

説
明
し

た

の

で

あ

る

が
、

今
は

そ
の

部
分
は

割
愛
し

た
い

。

い

ず
れ
『

仏
教
学
』

誌
上
に

こ

の

部
分
の

詳

論
を
載
せ

る

の

で
、

御
批
判
い

た

だ

き
た
い

。

私
の

発

表
の

後
半
の

部
分
に

つ

い

て

は

二
、

三

の

質
問
が

出
た

が
、

前
半
の

方

に

つ

い

て

は
メ

ン

バ

ー

の

誰
か

ら
も

何
の

質
問
も
出
ず

、

通
訳
し
て

く

れ
た

ポ

ー

ル

・

グ
ロ

ー

ナ

ー

も
不

思
議
が

っ

て

い

た
。

ポ

ー

ル

は

殊
の

外
、

前
半
部
分
を

推
奨
し

て

く
れ

、

ペ

ー

パ

ー

を

用
意
し

な

か

っ

た

私

に

も
論
文
と
し
て

の

成
果
へ

の

路
を

開
い

て

く

れ

た
こ

と
は

あ
り
が

た

い

こ

と

で

あ
る

。

六

　
ま
と

め

　

先
に

発
表
し

た

十
八

人
の

内
容
の

ポ

イ

ン

ト

の

み

を

列

記
し

た

の

で

あ
る

が
、

今
回
は

主

催
者
の

意
図
な

の

か
、

・
35
る
い

は

自
然
に

そ

う

な

っ

た
の

か

は

わ
か

ら

な
い

が
、

ア

ビ

ダ
ル

マ

研
究
が

多
い

の

が

眼
に

つ

く
。

テ

ー

ラ

ヴ

ァ

ー

ダ

仏
教
は
ヨ

ー
ロ

ヅ

パ

で

早
く
か

ら

成
果
が

出
て

い

た

わ

け
で

あ
る

か

ら
ア

メ

リ

カ

の

学
者
も

取
り
つ

き
や

す
い

の

で

あ

ろ

う
が

、

今
回
は

説
一

切
有
部
の

研
究
が
目

立
っ

た
。

ア

ビ

ダ

ル

マ

仏

教
の

研
究
は

ア

メ

リ

カ

の

人
々

の

心

を
引
き
つ

け
る

何
か

が
あ

る

の

で

二

七
二

あ
ろ

う
か

。

単
純
な

疑
問
の
一

つ

で

あ
る

。

　

今
の

日

本
の

仏
教
研
究
も
そ
う
で

あ
る

が
、

ア

メ

リ

カ

の

仏
教
研
究

は

専
門
分
野
を
し

ぼ
る

こ

と

を
重
ん

ず
る

。

こ

れ
は

大
学
院
の

制
度
と

も
、

ま

た

大
学
へ

の

就
職
と

も
関
連
す
る

。

す
な
わ

ち
、

大
学
に

就
職

を

保
証
さ

れ

る

た

め

に

は

少
く
と

も
一

冊
の

本
が

出
版
さ

れ
て

い

る
こ

と
が

必
要
で

あ
る

が
、

そ
の

た
め

に

は

大
学
院
の

時
か

ら

専
門
を
し

ぼ

っ

て
、

そ
れ
に

向
け
て

必
死
に

論
文
を

書
い

て
、

発
表
し

な

く
て

は
な

ら

な
い

わ

け
で

あ
る

。

普
通
の

会
社
に

就
職
し

て

い

れ
ば
、

四

十
才
と
い

う
の

は

安
定
し

た
ベ

テ

ラ
ン

と
い

う

と
こ

ろ
で

あ
ろ

う
が

、

ア

メ

リ

カ

の

大
学
制
度
で

は

四

十
前
後
の

人
で

も

情
容
赦
な

く
首
に

し

て

し

ま

う

こ

と
が

あ
る

。

だ
か

ら

懸
命
に

論
文
を

書
い

た

り
、

今
回
の

よ

う
な

学
会

に

出
席
し

た

り
し

て

実
績
を

積
み

重
ね

る

の

で

あ
る

。

今
回
の

学
会
の

参
加

者
の

多
く

も
こ

れ
か

ら
一

つ

の

試
練
を

経
験
す
る

方
々

で

あ
る

。

　
そ

れ

は

と

も
か

く
、

研
究
だ
か

ら

分
野
を

限
定
し

、

細
密
に

や
る

こ

と
は

良
い

こ

と
で

は

あ
る

が
、

研
究
対
象
が

宗
教
で

あ
る

と
い

う
こ

と

は

忘

れ
て

は

い

け

な
い

だ

ろ

う
。

た

し

か

に

神
を
立

て

な
い

宗
教
で

あ

る

仏
教
は

、

た

と

え

信
じ
な

く
て

も

研
究
す
る
こ

と
が

容
易
で

あ
る

。

こ

れ

は

仏
教
の

あ
り
が

た
い

所
か

も
し

れ
な
い

。

し

か

し
、

い

ず
れ
の

日

に

か

仏
教
に

対
す
る

自
分
の

立

場

を
は
っ

き
り
し

な

く
て

は

い

け

な

い

時
も
く

る

の

で

は

な
い

か
。

私
の

希
望

と
し

て

は

自
分
の

立

場

を

あ

ら
わ

に

し

つ

つ

も
、

し

か

も

鋭
く
研
究
を

進
め

て

ゆ

く
人
が
出
て

ほ

し

い

な

と

思
う
の

で

あ
る

。

た

と

え

仏
教
に

対
し

て

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

で

あ
ろ
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う
と

、

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

で

あ
ろ

う

と、

自
分
の

立

場

を

あ
ら
わ

に

す
る

と

こ

ろ
に

、

専
門
主
義
的
研
究
で

は

な

く
、

仏
教
全
体
を

問

う

と

い

う

か
、

仏
教
に

関
わ

る

自
己

を
問

う

と
い

う

形
で

仏
教
的
態
度
が

現
前
し

て

く
る

と
い

う
か

、

い

は

ば

仏
教
に

対
す
る

「

学
問
」

が

成
立
す
る

で

あ
ろ

う
。

こ

の

学
問
の

立

場
が

、

単
な

る

自
己
陶
酔
と
単
な

る

客
観
的

研
究
に

よ

る

業
績
主

義
を

離
れ

て
、

ア

メ

リ

カ

の

社
会
に

良
い

も
の

を

も
た

ら

す

だ
ろ

う

と

思
う

。

　

私
は

先
に

「

ア

メ

リ

カ

仏
教
学
管
見
」

（

一

九
八

六

年
）

を

書
い

た

時

と

同
様
に

ア

メ

リ

カ

の

仏
教
研
究
の

進
展
を

確
認
し

た

が
、

ア

メ

リ

カ

の

友
人
が

多
く
な

る

に

つ

れ
て

、

つ

い

研
究
レ

ベ

ル

で

は

な

く
本
音
の

と
こ

ろ
で

お

互
に

仏
教
に

つ

い

て

語
り
た

い

と

い

う

欲
望
が

高
ま

っ

て

く
る

の

を
お

さ

え

き
れ
ず

、

つ

い

身
の

程
知
ら

ず
の

こ

と

を

書
い

て

し

ま

う

の

で

あ
る

。

そ

れ
に

し

て

も

今
回
も
自
分
の

研
究
生

活
の

あ
り

方

を

深
く

反
省
し

、

身
心

と

も
に

疲
れ

は
て

た

旅
で

は

あ
っ

た
。

　

注

　

（

−
）

　

ロ

バ

ー

ト

の

発
表肝
題

目
は、
、．

→
げ
oO

ず
「

o
昌

皀
o
 

圃

o
胤

ミ
α
昌
7
矯
o

げ

　

　

　

ζ
ho9

昼
α

ぎ
「

叶
ω”

ω
o

ヨ
 

℃
「

o
＝

目
ぎ
胃
団

Oo
コ
ω

置
Φ
「

響
δ
昌
の．．

　

　

　

と
い

う

も
の

で

あ
っ

た
。

　

（

2
）

　、、
切
二
α
自

三
曾

諷

臼
ヨ
05

 

口

自

8．．
（

oa

け

o
山

げ
団

Uo
昌
m

缸
ω゜
ピ
o・

　

　

　

O
 

N”

冒
；

訳
二

δ
ユ

曽

一

謬
ω

菖

ε
3唱
ω

ε
象
 
ω

ぎ

国

霧
酔

》
q。

冨
昌

　

　

　

⇔ロ
ロ

山
匹

げ

『
目

ρ

d
巳
く

霞
皀
¢
o
宀

属
拶

≦
p
鵠

勺

話
器
M

頃
o
”
o

ピ

畧℃

　

　

　

昌

鵠
◎。
V

と
い

う

最
近
の

書
物
に

ロ

パ

ー

ト

は

．、
O
げ、

躄

匡

嘆
髯
o
嵩
Φ

午

　

　

　

島
o
°。”

》

宍
o
鴇

oo

昌

く
冷

ξ、．
（

唱゜
昏。

ω
一

ー
ロ

』
釦

9

と

い

う

論
文
を

発亠
表

U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報

告
（

吉
津
）

　
　
し
た
が

、

そ
の

本
の

著
者
紹
介
（

や

bO
じ

で
、

．．
→
ず
o

》
唱
oo

蔓
冨
β。
一

　
　
く
凶

冒
四
ω
⇔

ヨ

巴
三
ω

β

霞
蝉

諍
づ
画

け

げ
OO

鴨

茜
ヨ
。゚

OhO

げ−

穹−っ

と
い

う

　
　

本
が

間
も

無
く

出
る
と

記
さ

れ
る

。

（

3
）

．、
ω

＆
山
o
昌

畧
畠

ρ
巴
口

巴”

〉

署
8
器
げ
o
°・

8

国

巳

茜
算
睾−

　
　
目
 

旨
け

ヨ

〇

三
口
 

器

→
げ
o
口

瞬

耳．．
（

o

巳
器
α

げ

矯

℃
08

「

Z°

O
『
o・

　
　
ひqo

噌

鬟

閑
¢

δ
自
餌

ぎ
ω

魯

ε
9、
の

9
島
oo
。

註

国

器
仲

》
ω

貯
謬

切
信

O
阜

　
　

乱
ω

ヨ

伊

q
皀
く
6

器
律
矯

oh

国
p

ミ
山

鵠

℃

器
ω

ωu

碧
旨
o
剛

巳
口

600
刈
）

　
　

と
い

う

本
の

中

に、

β

パ

ー

ト

は

、、
→
犀
o

、、
の

ぎ
円

学
o

畧、．

〉
層

胃
o
−

　
　
煙
O
ゴ

O
剛

肉
ざ
嵩
゜

魯
畿
斜

】
≦
 

α一
＄
岳
O
昌”

→
ケ
O

国
く
O一
ロ

窪
O
昌

O
剛

国

憎
槽
99
°

　
　
0
菖
O
巴

ω
⊆

甑
二
ω

日

ぎ

O
匡
昌
O
°・

OO

げ．
”

昌

頃
二
傷
伍

三
ω

百．噂

と

い

う

　
　

論
文
を
寄
せ

た
が、

そ

の

著
者
紹
介
（

O
』
 

3
の

中
に

、

彼
は

最
近
博

　
　

士

論
文
に

手
を
加

え
、

出

版
し
よ

う
と

し
て

い

る

と

い

う
こ

と
に

加
え

　
　

て
、

「

頃
 

凶

ω

巴
ω

oo

象
8
吐

o
艶

9
昌
島

oo

ロ

窪
ま
二

8
械

ぎ、

ヒロ
黜

匙

寧

　
　

ミ
亀

卜
特
o

ミ
戛
特

ぎ
丶

的

ミ
画

黛
富
、

塁
」

と

あ
る

に

よ

る
。

（

4
）

　

鎌
田

茂
雄
『

禅
の

語

録
9
・

禅
源
諸
詮
集
都
序
』

（

筑
摩

書

房
、

昭

　
　

和
四
十
六

年
）

二

三
二

頁
参
照

（

5
）

　
注
3
所
引
の

編
著
の

中
で、

グ

レ

ゴ

リ

i
教

授
自
身

も
、、

匂。

巳
α
o
昌

　
　
国

巳

貫
算
 

昌

ヨ
 

耳

句
o
＝
o

ミ
 

岱

ぴ
鴫

　
O
話
畠
g
巴

　
O
巳
凱
く
90
島
o
昌“

　
　

→
ω

ロ
昌
ひq

・

ヨ
憎
の

諺
昌

巴
嘱
の

δ

oh

寓
言
庫．．

（

Ob

刈
OIO

°
9。
NO
）

と
い

う

論

　
　

文
を

収
め
て

い

る、

（

6
）

冒

冨

戸

寓
。

認
。

、．
→

冨

Z
。

ユ

冨
∋
ω

島
8
冨
巳
昏
 

閃
。
吐

ー

　
　

ヨ
四

菖
o
ロ

o
剛

国

胄
ζ

O
げ．
帥

ロ

ロロ
ロ
山
幽

甑
の

日、．
（

内
口

δ
ユ
四

一

昌
ω

二

窪
峠

ρ

　
　
ω

ε
象
o
ω

ぎ

国
四

斡

》
ω

冨
50

⇔
β
α

α

臣
ω

導

ρ

d
巳
く

2
忽

ξ

o
団

　
　

国
蝕

≦
包
凶

勹
「
 
o。
q。”

口
O
昌
O

冒
一

ロ曽

巳
Qo9

（

7
）

．．
→

冨

ぎ
言
切

ω

舜
冨

穹
畠

qD
巴
。

ま．
ω

図

暮
 

愚
話
什

幾
o
コ

oh

二

七
三
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U
・

C
・

L
・

A
に

お

け
る
マ

ー

ル

ガ

学
会
の

報
告
（

吉
津
）

　

　
9
Φ

因
o

巴
一

母
ユ
o
ロ

o
剛

b口
口

自

α

ロ
騨

げ

8
山

ミ
津
ず

岳
置

く

巽
矯

閃
o
ユ
団

　

　（
ω

o
吋

昜
ゲ

貯
一

〇

げ

昇
ω

二）
”
”．

置

08

鴨

αq
 

固

づ
告

黒
竃
簿

目
国

p
餌

び
o

　

　（
o
ユ
ω．
ご

→
70

一

b
ε
。゚

ω

肆
冨
一

⇒

智
唱

四

昌
 
ω
Φ

O
巳
ε
畦

ρ

国
o
昌
o・

　

　
一

巳

慈

d
巳
く
o

お
凶

qoh

＝
p

耄
簿

鵠

聞

器
ω

9
隔

o

誹
げ

8
ヨ
冒
αq

（

8
）

　
七

月
十
二

日

（

火
）

駒

沢
大
学
仏

教
経
済
研
究
所
で

こ

の

学
会
の

報

　

　
告
を

し
た
が

、

そ
の

場
で

は

日

本
仏
教
の

流
れ
の

チ

ャ

ー

ト

も
示

し
た

　

　
の

で
、

こ

こ

に

参
考
ま
で

に

掲
げ
て

み
よ

う
。

宗
（

教
）

　
　
　
　

〆

＼

／

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

／

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

業

日

本
仏
教
は

中
国
仏
教
の

宗
も
教
も

共
に

受
け
入

れ
た
が

、

ど
う

も
セ

ク

ト

と
し
て

の

宗
を

正
面
に

し

て
、

そ
の

内
容
と
し

て

の

教
と
い

う
図

式
で

、

つ

ま

り

宗
（

教
）

と
い

う
よ

う
な

形
で

出
発
し

、

そ
の

形
は

現

在
ま
で

続
い

て

い

る

と
い

え
よ

う
。

そ
し

て
、

鎌
倉
新
仏
教
の
一

行
専

修
、

い

わ
ゆ

る
選

択
主
義

は

こ

の

宗
（

教
）

の

セ

ク

ト

主

義
を

批
判

し
、

個
々

の

行
に

徹
し
た
が

、

教
団
と

な
る

や
、

や

は
り

宗
（

教
）

の

図

式
に

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

一

つ

の

行
の

み
と
い

う
こ

と
は

純
粋
で

は

あ
る

が、

そ
れ
を

行
じ
な
い

も
の

へ

の

不
寛
容
の

態
度

、

排
除
の

意
識

が

あ
っ

て
、

ど
う
し
て

も

閉
鎖
的
社
会
を
形
成
し

、

そ
の

面

か

ら

宗

（

教
）

の

中
に

融
合
し
て

し

ま

い

や

す
い

の

で

あ
る

。

こ

の

グ

ル

ー

プ

的

閉
鎖
的

な
宗
（

教
）

に

人
人
の

仏
業
を

重
視
す
る

立
場
か

ら
再

度
プ

ロ

テ

ス

ト

す
る
こ

と
が

必

要
で

あ
ろ

う
。

人
人
の

と
い

う
と
こ

ろ

に

は

行
の

立
場
と

共
通

性
も
あ
る

が
、

不

共
な
る

個
人
の

業
が

共
な
る

社
会

に

開
か
れ、

人
人
が

業
を

共
有
す
る

形
で

生
き
て

ゆ
く

。

こ

の

場
合
の

二

七
四

業
と

は

勿
論
身
口

意
の

三

業
で

あ
る

が、

こ

の

三

業
を

具
体
的
に

ど
の

よ
う
に

仏
業
で

埋
め

て

ゆ

く
か
と
い

う
と
こ

ろ

に

各
人
の

個
性
の

発
揮

が

あ
り、

そ
の

理
想
は

単
に

個
人
レ

ベ

ル

に

止
ま
ら

ず
、

共
業
の

場

と

し

て

の

社
会
と
一

線
に

つ

ら

な
る

も
の

で

な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。

そ
の

点
で

は

道
元
が

『

弁
道
話
』

の

中
で

坐
禅
に

つ

い

て

「

も
し

人
一

時
な

り

と
い

ふ

と

も、

三

業
に

仏
印
を

標
し、

三

昧
に

端
坐
す
る

と

き
、

遍

法
界
み

な
仏
印
と

な
り、

尽
虚
空
こ

と
ご

と
く

さ
と

り
と
な

る
。

」

と
い

う
三

業
の

把
握
の

仕
方
は

正
し

い

が
、

私
は

今
や
三

昧
に

端
坐
し
な
い

時
の

三

業
の

あ
り

方
を

論
じ

な
い

で

は

す
ま

さ
れ

な
い

現
実
だ

ろ
う
と

思
う

。

だ

か

ら
と
い

っ

て
、

こ

の

現
今
に

あ
っ

て

も
自
分
は

道
元
と
全
く

同
じ

立
場
な

の

だ

と
言
わ
れ
る

人
を

私
は

排
除
し

よ

う

な
ど
と

は
思
わ

な
い

。

私
は

心
か

ら
そ
の

よ

う
な

人
を
尊
敬
し
た
い

。

た

だ

私
は

道
元

で

は

な
く、

道
元
は

私
で

は

な
い

の

だ

と
い

う
、

ご

く
あ
た
り
ま

え
の

事
実
の

確
認
は

重
要
で

あ
ろ

う
。

こ

れ
を
い

つ

も
念
じ
て

い

な
い

と
、

私
た

ち
は

増
上

慢
と

同
じ

程
に

有
害
な
卑
下
慢
と
い

う
病
に

と

り

つ

か

れ
て

し
ま
う
の

で

あ
る

。

道
元
か

ら
解
脱

す
る
こ

と

が

道
元
を

理
解

し
、

道
元
と
心
お

き
な

く

対
話
す
る
一

つ

の

道
の

よ

う
に

思
わ
れ
る

。
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